
 

 

   

Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

物理および論理ネットワークに関する考慮事項および設計 

2021年 4月 

 

    

要約 

これは VxRail™アプライアンスのプランニングおよび準備ガイドです。これを使用することで、VxRail

の実装におけるネットワーキング要件の理解を深めることができます。このドキュメントは、インプリメン

テーション サービスを VxRailアプライアンスの要件で置き換えるものではありません。VxRailアプラ

イアンスのネットワークの実装には使用しないでください。 
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第 1 章 はじめに 

この章は、次のトピックで構成されています。 

変更履歴 ................................................................................................................. 7 

使用目的と対象読者 ................................................................................................ 8 

VxRailの概要 ......................................................................................................... 8 
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変更履歴 

日付 説明 

2019年 4月 このバージョン履歴表の初版 

VMware Cloud Foundation on VxRailのサポート 

2019年 6月 VxRail 4.7.210のサポートと 25 GbEネットワークへの更新 

2019年 8月 レイヤー3 VxRailネットワークを使用した VxRail 4.7.300のサポート 

2020年 2月 VxRail 4.7.410の新機能のサポート 

2020年 3月 vSphere 7.0の新機能のサポート 

2020年 4月 サポート： 

• VxRail SmartFabricマルチラック スイッチ ネットワーク 

• VxRail ノード上のオプションの 100 GbE Ethernetおよび FCネットワーク ポート 

2020年 5月 VxRail IPv6マルチキャストのスイッチ要件の更新 

2020年 6月 マルチラック VxRail クラスターのネットワーク要件の更新 

2020年 7月 VxRail 7.0.010の新機能のサポート 

2020年 8月 NIC冗長性の有効化要件の更新 

2020年 9月 非 VxRailポートでのリンク統合のベスト プラクティスの概要 

2020年 10月 VxRail 7.0.100の新機能のサポート 

2020年 10月 Log Insightへの参照の削除 

Witnessによる最大 64の 2 ノード クラスターがサポート可能 
2020年 11月 初期構成時の VxRailゲスト ネットワークの要件を削除 

4x25のデフォルトのフェールオーバー ポリシーを含める   2021年 2月 7.0.131の新機能のサポート 

2021年 4月 • VxRail クラスター内のノード ポートの混在に関する追加コンテンツ 

• IPv6マルチキャストではなく手動のノード取得のオプション 

• LACPポリシーのコンテンツの追加 

• 拡張クラスター ノードの最小要件の更新 
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使用目的と対象読者 

このガイドでは、VxRailの導入計画のみを目的とした基本的なネットワークの詳細について説明します。

物理および仮想のネットワーク環境に関するベスト プラクティス、推奨事項、要件を紹介しています。こ

のドキュメントは、デル・テクノロジーズ フィールド エンジニア、お客様のシステムおよびネットワーク管理者

など、VxRailの計画、インストール、メンテナンスに携わるすべてのユーザー向けに作成されています。こ

のガイドを使用して VxRailのインストールおよびセットアップを実行しないでください。実際のインストール

は、デル・テクノロジーズのサービス担当者と協力して行ってください。 

VxRailの概要 

Dell EMC VxRail™アプライアンスは、コンピューティング、ストレージ、ネットワークを 1つシステムに統合

した、可用性の高いハイパーコンバージド インフラストラクチャ（HCI）ソリューションです。慎重に計画す

ることにより、VxRailアプライアンスを既存のデータ センター環境に迅速に導入し、最終製品をただちに

利用してアプリケーションとサービスを導入できます。 

VxRailはサーバーではありません。VxRailは単一の管理ポイントのもとでクラスターとして統合されてい

る一連のノードとスイッチを基盤とするアプライアンスです。アプライアンス内のすべての物理コンピューティン

グ、ネットワーク、ストレージのリソースは、単一の共有プールとして管理され、お客様が定義したビジネス

と運用の要件に基づいて、アプリケーションとサービスに割り当てられます。 

コンピューティング ノードは Dell EMC PowerEdgeサーバーを基盤としています。他のすべてのモデルは

1つのノードを基盤としているのに対して、Gシリーズは 1つのシャーシ内の最大 4つのノードで構成され

ています。Ethernetスイッチは、導入する VxRailインフラストラクチャに応じて 1/10/25 GbEのいずれか

の速度が必要です。VxRailのユーザー インターフェイス用にワークステーションまたはノートパソコンも必

要です。 

VxRailは VMware vSphere®および VMware vSAN™を活用したシンプルなスケールアウト アーキテ

クチャで、VxRail Managerによりサーバーの仮想化とソフトウェアデファインド ストレージを容易に導入、

アップグレード、メンテナンスできるようにします。VxRail クラスター アーキテクチャの基本はネットワーク接

続であり、個々のノードが 1つのシステムとして機能して拡張性、耐久性、ワークロード バランシングを提

供する、論理ネットワークと物理ネットワークによって実現します。 

VxRailソフトウェア バンドルはコンピューティング ノードにプリロードされており、次のコンポーネントで構成

されています（ソフトウェア バージョンは特定していません）。 

• VxRail Manager 

• VMware vCenter Server™ 

• VMware vSAN 

• VMware vSphere 

• Dell Secure Remote Support (SRS)/VE 

• VMware vRealize Log Insight™ 

VMware vSphereおよび VMware vSANにはライセンスが必要です。vSphereのライセンスはデル・

テクノロジーズ、VMware、またはご希望の VMware販売店パートナー様から購入できます。 
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VxRailアプライアンスには、ダウンロード、インストール、設定が可能な次のソフトウェアのライセンスも含ま

れています。 

• Dell EMC RecoverPoint for Virtual Machines（RP4VM） 

• シングル ノードあたり 5つのフル VM ライセンス（E、V、P、D、Sシリーズ）  

• Gシリーズ シャーシに対し 15のフル仮想マシン ライセンス 
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第 2 章 VxRailのデータ センター ネットワークの

計画 

この章は、次のトピックで構成されています。 

  

はじめに .................................................................................................................. 11 

VxRailハードウェアおよび物理ネットワーク インフラストラクチャ .................................. 11 

VxRailのクラスター、アプライアンス、ノード .............................................................. 12 

ネットワーク スイッチ ................................................................................................ 13 

データ センター ネットワーク ...................................................................................... 16 

VxRail Ethernetポートのオプション ........................................................................ 17 

VxRail Ethernetアダプターのオプション .................................................................. 18 

VxRail ノード接続性のオプション ............................................................................. 19 

VxRailネットワークのルールと制限事項 ................................................................... 20 

トポロジーと接続 ..................................................................................................... 21 
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はじめに  

VxRailのネットワークに関する考慮事項は、あらゆるエンタープライズ ITインフラストラクチャと同様、可

用性、パフォーマンス、拡張性です。VxRailアプライアンスは、導入の準備が整ったデータ センターに提

供されます。アプライアンス内のノードは、互換性のある任意のネットワーク インフラストラクチャの LAN

ポート（RJ45）または SFP+ポートのいずれかに、1/10/25 GbEの速度で接続できます。シングル プ

ロセッサーのモデルは、互換性のある 1 GbEネットワーク インフラストラクチャに接続できます。多くの本番

環境 VxRailネットワーク トポロジーは、デュアル トップオブラック（ToR）スイッチを使用しており、単一

障害点となるスイッチを排除します。このドキュメントでは、VxRailの導入を成功させるための主要な

フェーズと意思決定ポイントについて説明します。主なフェーズは次のとおりです。 

ステップ 1：ビジネスと運用の目標に最適な VxRailのハードウェアおよび物理ネットワーク インフラストラ

クチャを選択します。 

ステップ 2：製品提供の前に、データ センターへの VxRail実装を計画および準備します。 

ステップ 3：製品提供の前に、VxRail向けのデータ センターにネットワーク スイッチ インフラストラクチャ

を設定します。 

ステップ 4：物理インストールと最終製品への VxRail初期化を準備します。  

注：このドキュメントで説明するすべてのガイダンスと意思決定ポイントに従ってください。従わない場合、VxRail

が正しく実装されず、将来的に適切に機能しなくなります。データ センターのネットワークとサーバーの担当チームが

異なる場合、協力してネットワークを設計し、スイッチを構成する必要があります。  

VxRailハードウェアおよび物理ネットワーク インフラストラクチャ 

VxRail ノードは 1つ以上のネットワーク スイッチに接続し、最終製品として VxRail クラスターを形成しま

す。VxRailは VxRail クラスターに導入されている 1つ以上の仮想分散スイッチを使用して、物理デー

タ センター ネットワークと通信します。仮想分散スイッチと物理ネットワーク インフラストラクチャを統合する

ことで仮想インフラストラクチャを接続し、仮想ネットワーク トラフィックが物理スイッチ インフラストラクチャを

通過できるようになります。この関係では、物理スイッチ インフラストラクチャはバックプレーンとして機能

し、クラスター内の仮想マシン間でのネットワーク トラフィックをサポートし、仮想マシンのモビリティーと耐久

性を実現します。さらに、物理ネットワーク インフラストラクチャは VxRail vSANデータストア内のストレー

ジ オブジェクト間の I/O操作を可能にし、VxRail クラスター外のアプリケーションやエンドユーザーとの接

続を提供します。 

このセクションでは、VxRail クラスターの物理コンポーネントと選択基準について説明します。 

• VxRailのクラスター、アプライアンス、ノード 

• ネットワーク スイッチ 

• データ センター ネットワーク 

• トポロジーと接続 

• ワークステーション/ラップトップ 

• バンド外管理（オプション） 
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VxRailのクラスター、アプライアンス、ノード 

VxRailアプライアンスは、VxRail用に設計されたサーバー ノードのセットで構成されています。VxRail

の物理ノードは、標準的な Dell PowerEdgeサーバーから作成されます。Dell PowerEdgeサーバー

は VxRail製品エンジニアリングの仕様に従った製造プロセスを経て、出荷可能な VxRail ノードが作成

されます。製造された VxRail ノードのセットは注文に基づいてお客様の拠点に配送されます。VxRail

ノードのセットは、データ センターでのインストールやデータ センターのネットワーク インフラストラクチャへの

接続の準備ができた状態で引き渡されます。  

データ センターでのインストールとネットワーク接続が完了して電源を入れると、VxRailの管理インター

フェイスで初期化プロセスを実行し、最終製品である VxRail クラスターを形成できます。 

標準の VxRail クラスターは少なくとも 3つのノードから最大 64 ノードまで拡張できます。クラスターを形

成する VxRail ノードの選択は、主に、計画しているビジネスのユース ケースおよびパフォーマンスや容量

などの要因によって決まります。次のような特定の目標を達成するために、5シリーズの VxRailモデルが

用意されています。 

VxRail Series ターゲット目標 

Eシリーズ バランスのとれたコンピューティングとストレージ、容量最適化（1U1N

シャーシ） 

Vシリーズ 仮想デスクトップ有効化 

Pシリーズ 高パフォーマンス 

Sシリーズ 高密度ストレージ 

Gシリーズ 高密度コンピューティング、容量最適化（2U4Nシャーシ） 

Dシリーズ 極端な条件にも耐えるよう設計された高耐久で奥行きの浅いプラット

フォーム 

 

各 VxRailモデル シリーズは、各種のネットワーク接続から選択できます。次の図は、VxRailモデルの物

理ネットワーク ポート オプションの一部です。 

 

図 1： Dell第 14世代 PowerEdgeサーバー上の VxRail Eシリーズの背面図  
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図 2： Dell第 14世代 PowerEdgeサーバー上の VxRail V、P、Sシリーズの背面図 

 

図 3： Dell第 14世代 PowerEdgeサーバー上の VxRail G シリーズの背面図  

ネットワーク接続に加えて、計画しているインフラストラクチャの物理電源、スペース、冷却要件を確認し

て、データ センターへの互換性を確保してください。 

ネットワーク スイッチ 

 

VxRail クラスターは、「トップオブラック」スイッチと呼ばれる隣接する Ethernetスイッチに依存して、クラス

ターの運用をサポートします。VxRailは市場に出回るほとんどの Ethernetスイッチと幅広く互換性があ

ります。最良の結果を得るには、計画しているユース ケースの運用とパフォーマンスの基準を満たすスイッ

チ プラットフォームを選択します。 

 

VxRail製品はバックプレーンを持たないため、隣接する「トップオブラック」スイッチが、VxRail クラスターを

構成するノード間のすべての接続を可能にしています。VxRail クラスター内で構成されているすべての

ネットワーク（管理、ストレージ、仮想マシンの移動、ゲスト ネットワーク）は、物理ネットワークによる

ノード間、およびデータ センター サービスやエンドユーザーへのアップストリームへの転送を「トップオブラッ

ク」スイッチに依存しています。  

VxRail クラスターで構成されるネットワーク トラフィックは、レイヤー2です。VxRailは、クラスター内の

個々の VxRailレイヤー2ネットワークに仮想 LAN（VLAN）を割り当てることによって、「トップオブラッ

ク」の物理スイッチの効率性を実現するように設計されています。この機能により、ネットワークの管理およ

びアップストリーム ネットワークとの統合が容易になります。 

 

VxRail製品には、独立した個別の管理ネットワークが 2つあります。1番目の管理ネットワークは外部

に拡張し、エンドユーザーやオフィス サイト、他のアプリケーションに接続します。2番目の管理ネットワーク

は分離され、VxRail ノードにのみ認識されます。 

VxRail と
Ethernetスイッチと
の関係 

VxRail ノード 

検出と Ethernet 

スイッチ 
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図 4： VxRail管理ネットワーク 

VxRail ノードにのみ認識されるネットワークは IPv6マルチキャスト サービスに依存し、これはノード検出

の目的のためにのみ、隣接する「トップオブラック」スイッチ上に構成されます。1つのノードがプライマリ ノー

ドとして自動的に指定され、これがソースとして機能し、マルチキャストを使用して他のノードからのパケット

をリッスンします。このネットワークの VLANの割り当てにより、マルチキャスト トラフィックがこの内部管理

ネットワークに接続されているインターフェイスのみに限定されます。  

共通の Ethernetスイッチ機能、マルチキャスト リスナー検出（MLD）スヌーピングおよびクエリアは、

MLD メッセージを検査して、マルチキャスト トラフィックを目的のインターフェイスのみに転送することで、過

剰なマルチキャスト トラフィックを制限するように設計されています。このノード検出ネットワーク上のトラ

フィックは、VxRail クラスターをサポートするポート上で、この VLANの構成を使用してすでに制限されて

いるため、この設定により効率性が多少増加するメリットが得られる可能性がある一方、ネットワークの効

率性に悪影響を及ぼすことはありません。  

ご使用のデータ センター ネットワーク ポリシーに IPv6マルチキャスト プロトコルの制限がある場合は、自動検出の

代わりに IPアドレスを手動で VxRail ノードに割り当てることができます。 

スイッチはレイヤー3サービスをサポートする必要も、レイヤー3サービスのライセンスを取得する必要もあり

ません。 

VxRail クラスターは、スイッチ上のデフォルトの VLANを使用して「フラット」なネットワークに導入できま

す。または、すべての管理、ストレージ、ゲスト ネットワークを仮想 LANによってセグメント化し、効率的

に運用できるように構成することができます。最適な結果を得るために、本番環境では特に、管理対象

のスイッチのみを導入してください。VxRail クラスターの「フラット」なネットワーク上への構築は、テスト ケー

スまたは一時的な使用のためにのみ検討するようにしてください。 

特定の用途や要件に対応するために、追加のスイッチ機能が必要な場合があります。 

• VxRail クラスターへのオールフラッシュ ストレージの導入を計画している場合、機能を使用するた

めには少なくとも 10 GbEのネットワーク スイッチが必要です。デル・テクノロジーズ では、ご使用

のデータ センターのインフラストラクチャでサポートされている場合、25 GbEのネットワークを推奨

します。 

• レイヤー3ルーティング サービスなど、VxRail クラスター用に計画しているスイッチで高度な機能を

有効にすると、リソース競合が発生し、スイッチのバッファー領域を消費する可能性があります。リ

ソース競合を回避するには、十分なリソースとバッファーの容量を持つスイッチを選択します。 

• より高速なポート速度をサポートするスイッチは、ネットワーク プロセッサー ユニット（NPU）バッ

ファーが大きくなるように設計されています。10 GbEネットワーク接続には、少なくとも 16 MBの

基本的なスイッチ 

要件 

スイッチのパフォーマ
ンスに関する考慮 

事項  
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NPU共有スイッチ バッファーを推奨します。より要求の高い 25 GbEのネットワーク接続には、少

なくとも 32 MBの NPUバッファーをお勧めします。 

• 要求の高いパフォーマンスの要件および高度なスイッチ サービスが有効になっている大規模な

VxRail クラスターでは、追加のリソース容量とより多くのバッファーの容量を持つスイッチを検討し

ます。 

VxRail クラスターに対して使用するスイッチを 1台または 2台のどちらにするかを決定します。1台のス

イッチでも許容可能であり、多くの場合はテストや開発環境で使用されます。本番環境での継続的なパ

フォーマンス、高可用性、フェールオーバーをサポートするには、2台以上のスイッチが必要です。  

VxRailは、ネットワーク通信を物理トップオブラック スイッチングに依存するソフトウェア デファインド データ 

センターであり、クラスター全体で完全な冗長性と障害保護を実現するように設計されています。単一

障害点からの保護が必要なお客様の環境では、VxRail クラスターをサポートする隣接ネットワークも、

単一障害点を排除するように設計および構成する必要があります。VxRail クラスターで高可用性とワー

クロードのバランシングをサポートするには、1組のケーブルでリンクされた 2台以上のスイッチを導入して、

スイッチ間のレイヤー2 トラフィックのフローをサポートする必要があります。 

リンク統合に対しても、ポート レベルでのロード バランシングと障害保護を実現するために必要な考慮事

項があります。NICチーミングは、この目的のために物理ポートのセットを論理ポートにペアリングするもの

で、VxRailバージョン 7.0.130以降でサポートされています。これらの論理ポートのペアリングは、隣接す

るスイッチ上の一組のポートと連携して、要求の厳しい VxRailネットワークのロード バランシングを可能

にします。 

 

図 5： 2台のスイッチにまたがるマルチシャーシ リンク統合 

高可用性を必要とする、ネットワークに負荷のかかるワークロードには、Ciscoの仮想ポート チャネルまた

は Dellの VLTポート チャネルなどのマルチシャーシ リンク統合をサポートするスイッチを検討します。この

機能を使用すると、2台のリンクされたスイッチの間に構成された論理スイッチ ポート全体で、VxRail クラ

スターからのロード バランシングを有効にできます。  

クラスター レベルでのリンク統合制御プロトコル（LACP）のサポートも、VxRailバージョン 7.0.130に

導入されています。VxRail クラスターをサポートするスイッチは、より優れた管理機能と広範なロード バラ

ンシング オプションを実現するために LACPをサポートする必要があります。 

ネットワークの冗長
性とパフォーマンスに
関する考慮事項 
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データ センター ネットワーク 

VxRailがクラスターを実装し、日常的に運用するには、特定のデータ センター サービスに依存します。

トップオブラック スイッチをアップストリームのネットワークに設定して、これらのデータ センター サービスとの接

続やエンドユーザー コミュニティーへの接続を有効にする必要があります。 

• VxRail クラスターを導入し、継続的に運用するには、ドメイン ネーム サービス（DNS）が必要

です。 

• VxRail クラスターはさまざまな VxRail コンポーネントのクロック設定を同期させるため、Network 

Time Protocol（NTP）に依存しています。デル・テクノロジーズ は、VxRailに信頼性の高いグ

ローバル タイミング サービスを使用することを推奨します。 

• Syslogサービスは VxRailでサポートされていますが、必須ではありません。   

• VxRailは、クラスターの管理と運用について VMware vCenterに依存しています。VxRailに含

まれている、組み込みの vCenter インスタンス、またはご使用のデータ センターの外部 vCenter

インスタンスのいずれかを使用できます。 

 

図 6： VxRail クラスターとデータ センター サービスの接続 

VxRail クラスターの運用は、クラスター内の仮想ネットワークおよび隣接する物理ネットワーク スイッチ上

で実行されるネットワーク セットに依存しています。これらのネットワークの一部、特に VxRail管理用およ

びエンドユーザーのアクセス用のネットワークはアップストリームに渡される必要があり、その他の VxRail

ネットワークは、隣接するネットワーク スイッチ上で分離された状態にしておくことができます。 

VxRailネットワークをサポートするために割り当てられる、データ センター ネットワーク内の一連の仮想

LAN（VLAN）IDを指定する必要があります。すべての VLANは、VxRail ノードに接続されている隣

接する物理スイッチ上で構成する必要があります。 

1つの VLANは外部の VxRail管理アクセス用に割り当てられます。VxRail クラスターに必要なデータ 

センター サービス（DNSや NTPなど）は、外部の VxRail管理ネットワークに接続できる必要がありま

データ センター  

サービス 

ルーティング  

サービス 
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す。このネットワークからこれらのサービスへの接続を有効にするには、ルーティング サービスを構成する必

要があります。エンドユーザーのアクセスに必要な VLANなど、その他の VLANも、エンドユーザーや外

部アプリケーションから VxRail クラスターで実行している仮想マシンへのルーティングをサポートするように

構成する必要があります。 

隣接する物理スイッチ上にレイヤー3ルーティング サービスが構成されていない場合、アップストリームを通

過する必要がある VLANは、隣接するネットワーク スイッチ アップリンク、およびアップストリームのネット

ワーク デバイス上のポートで構成する必要があります。これにより、アップストリームを通過してルーティング 

レイヤーに到達できるようになります。レイヤー3サービスが隣接する物理スイッチで有効になっている場合

は、アップストリームを通過する必要がある VLANをレイヤー3で終了するように構成し、これらのネット

ワークがアップストリームを通過するようにルーティング サービスを構成します。 

VxRail Ethernetポートのオプション 

次の図は、サポートされている VxRail ノード モデルごとの、ネットワーク ドーター カード（NDC）上でサ

ポートされているアプライアンス接続オプションを示しています。各図は、物理ノード管理ポートの接続性

の要件も示しています。また、ファイバー チャネルを含む各 VxRail ノード モデルでサポートされている、使

用可能な PCIeベースのオプションも示しています。 

 

図 7： Intel モデルの VxRail ノード接続オプション 
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図 8： AMD モデルの VxRail ノード接続オプション 

VxRail ノードにインストールできる PCIeアダプター カードの合計数は、選択した VxRailモデルとインストールされ

ている CPUの数によって異なります。 

次の接続規則は、第 14世代の Dell EMC PowerEdgeサーバーを基盤とする VxRail ノードに適用

されます。 

• 各 VxRail ノードには背面に組み込まれた NDCが必要であり、それを含めずに注文することはで

きません。 

•  NDCポートに選択できるオプションは 1つのみです。 

• VxRailの接続性をさらにサポートしたい場合、複数の PCIeスロットを装着できます。 

• ノードあたりのサポートされるオプション ポートの最大数は、VxRail ノードでサポートされる PCIe

スロットの数、およびサポートされている各 PCIeアダプター カードのポートの数によって異なりま

す。1 GbEの接続性は、クラスターあたり最大 8 ノードのシングル プロセッサー モデルでのみサ

ポートされます。 

• 10 GbE ポートは、1 GbE のネットワークとともに使用すると、1 GbE に自動ネゴシエートされ

ます。  

VxRail Ethernetアダプターのオプション 

VxRail ノード用に構成できる Ethernetアダプター カードとポートのモデルには制限があります。VxRail

をサポートするために選択した各ベンダーのアダプター カードとファームウェアは、一連のテストに合格して

認定される必要があります。次の表では、認定され、VxRailでサポートされているベンダーのネットワーク

製品について説明します。 
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ポート スピード ベンダー 

10 GbE 

Broadcom 

Intel 

QLogic 

25 GbE 

Broadcom 

Intel 

Mellanox 

QLogic 

100 GbE Mellanox 

 

ポート アダプターの選択を進めるにあたっては、次のガイドラインを理解する必要があります。 

• VxRailクラスターを最初に構築するとき、クラスターを形成するのに使用するネットワーク アダプター 

カードはすべて同じベンダーにすることをお勧めします。このルールは、ポート速度とポート タイプが既

存のノードと一致している場合は既存の VxRailクラスターへのノードの追加に適用されません。 

• VxRailは、VxRail クラスターの運用をサポートするクラスター内のすべてのノードで同じアダプター 

カード ベンダーとモデルを使用することを推奨します。それぞれ異なるベンダーのオプティクスまたは

ケーブルとアダプター カードを一緒に使用した場合、期待どおりに動作するかどうかは保証されま

せん。VxRailでは、VxRail クラスター内で異なるベンダーの機器を同時に使用する前に、Dell

のケーブルおよびオプティクス サポート マトリックスを参照することを推奨しています。 

• ネットワーク アダプター カードのサプライヤーがサポートしている機能セットは、必ずしも一致しませ

ん。特定の機能のサポートは、アダプター カードのファームウェアやドライバーに依存します。ビジネ

ス要件を満たすために特定の機能が必要な場合、VxRailでは、必要な機能が特定のベンダー

でサポートされているか、セールス スペシャリストに相談して確認いただくことを推奨します。 

VxRail ノード接続性のオプション 

単一障害点を許容でき、厳しいワークロード要件のない VxRail クラスターでは、NDC上の Ethernet

ポートのみを使用して VxRail クラスターを構成できます。より高いレベルの障害保護を必要とするワーク

ロードの場合、VxRailでは NDC Ethernetポートおよび PCIeアダプター カードの Ethernetポート間

でのネットワーク分散をサポートしています。 

バージョン 7.0.130では、VxRail クラスターをサポートする Ethernetポートを柔軟に選択できます。クラ

スターは、VxRailでサポートされているデフォルトのネットワーク プロファイルを使用して導入することも、ク

ラスターが使用する Ethernetポートを選択して、VxRailネットワークに割り当てることもできます。デフォ

ルトのネットワーク プロファイル オプションは NDCベースのポートのみをサポートし、「付録 F：物理ネット

ワーク スイッチの例」に示す事前定義された設定を使用してアップリンクを割り当てます。カスタマイズされ

たポート選択オプションを使用すると、NDCのポートのみを使用、NDC と PCIeアダプター カードのポー

トを混在させて使用、または PCIeアダプター カードのポートのみを選択できます。 
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図 9： NDC と PCIeポートを混在させて VxRail クラスターをサポート 

後に、VxRailネットワークを VxRail ノード上の他のアップリンクに移行することを決定した場合は、

VxRail クラスターがバージョン 7.0.010以降であれば、クラスターの構築後にこれを実行できます。 

VxRailネットワークのルールと制限事項 

• VxRail クラスターをサポートするための VxRail初期構築プロセス中に選択された Ethernet

ポートは、VxRailでの使用のみを目的として予約されており、VxRailネットワーク以外の目的で

再構成することはできません。 

• VxRail クラスターによって予約されていない、ノード上の未使用の Ethernetポートはすべて、ゲ

スト ネットワークや NFSなど、他の目的で使用できます。 

• 10 GbEポートや 25 GbEポートを備えた VxRail ノードでは、ポートを 2つまたは 4つのいずれ

かを使用して VxRail クラスターを構成し、VxRailのネットワーク トラフィックをサポートできます。 

• すべての Ethernetポートが 1 GbEの速度で実行されている VxRail クラスターの場合： 

▪ VxRailネットワーク トラフィック用に、ノードあたり 4つのポートを予約する必要があります。 

▪ 1 GbEの速度では、ハイブリッド VxRailモデルのみ構成できます。オールフラッシュ VxRail

モデルは、1 GbEではサポートできません。 

• カスタム Ethernetポートの構成は、次の制限付きでサポートされています。 

▪ VxRailバージョン 7.0.130より前の場合、VxRail クラスター用に選択された VxRail ノード

上のすべての Ethernetポートは、同じポート タイプおよび同じ速度で実行される必要があり

ます。 

▪ VxRailバージョン 7.0.130以降では、VxRail ノードで構成された NDCおよび PCIeアダ

プター カードのポートは、異なる速度で実行できます。たとえば、NDCポートは 10 GbEを

サポートし、PCIeアダプター カードのポートは 25 GbEをサポートすることができます。 

▪ LANポート（RJ45）および SFP+ Ethernetポートを、VxRail クラスター ネットワークの運

用をサポートする VxRail ノードで混在させることは、制限されてはいないものの推奨されませ

ん。異なる Ethernetポート タイプを混在させると、ファームウェア、ドライバー、データ センター 

ネットワーキングのケーブル接続が複雑になります。 
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図 10： 異なるネットワーク速度とタイプが混在する VxRailネットワーク 

トポロジーと接続 

VxRail クラスターでは、さまざまなネットワーク トポロジーを使用できます。複雑な本番環境になると、複

数ラックのクラスターのある複数階層のネットワーク トポロジーが、複数のデータ センターにわたって広がり

ます。1つのラックにノードおよび隣接するスイッチを収め、ルーティング サービスをさらにアップストリームに

構成すると、よりシンプルなワークロードが実現します。VxRail ノードにケーブルを配線して電源を入れた

り、VxRail クラスターの初期ビルドを実行したりする前に、提案されたネットワーク コンポーネントおよび接

続性を示すサイト図を作成することを強くお勧めします。 

VxRail クラスターをサポートするネットワーク アーキテクチャ、データ センター サービスやエンドユーザーに

接続するのに使用するプロトコルを決定します。本番ワークロードを管理する VxRail クラスターの場合、

VxRailネットワークをサポートするために VLAN を構成します。VxRailネットワークの VLANの終端とな

るネットワーク階層と、ルーティング サービスを構成する階層を決定します。 
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図 11： レイヤー2 とレイヤー3のオプションを備えたハイレベルなネットワーク トポロジーの概要 

VxRail クラスターの運用をサポートするために各スイッチに必要なポートの基本的な数を決定するには、

VxRailネットワーキングをサポートするために選択した各 VxRail ノードの Ethernetポート数に、クラス

ターに構成するノード数を乗じます。デュアル スイッチ構成の場合、ネットワーク トラフィックの通過用のス

イッチ間リンクを形成するために、各スイッチにポートを予約する必要があります。また、VxRailネットワー

ク トラフィックをアップストリームに渡すために追加のポートと、ラップトップで VxRailに接続して初期ビルド

を実行できるようにするための 1つのポートをスイッチ上に予約する必要があります。  

VxRail クラスターが容易にアクセスできないデータ センターにある場合は、帯域外管理スイッチを設定し

て、各ノードと直接通信できるようにすることをお勧めします。 

帯域外管理を使用するには、Integrated Dell Remote Access Controller（iDRAC）ポートを個

別のスイッチに接続し、物理ネットワークの分離を行います。帯域外管理のデフォルト値、機能、推奨事

項については、サーバーのハードウェア情報を参照してください。VxRail クラスター内の各 iDRACにつ

き、IPアドレスを予約する必要があります（ノードあたり 1個）。  
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第 3 章 VxRailの機能主導の意思決定点 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに  ................................................................................................................. 24 

ソフトウェア デファインド データ センター ..................................................................... 24 

Dell EMC SmartFabricネットワーク モード ............................................................ 25 

vSphere with Kubernetes on VxRail ................................................................. 27 

vSAN ストレッチ クラスター ...................................................................................... 28 

2 ノード クラスター ................................................................................................... 29 
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はじめに 

VxRailでサポートされている特定のアプリケーション、ソフトウェア スタック、製品機能は、クラスターのアー

キテクチャ、導入、運用に影響を与える可能性があります。このセクションに記載されている機能セットや

ソフトウェア スタックのいずれかでも VxRailの計画に含める場合は、計画に影響する可能性のある要件

に注意してください。 

ソフトウェア デファインド データ センター 

これまでとはまったく異なるテクノロジーやプロセスを使用して、現在のデータ センターからソフトウェア デファ

インド データ センターへの変革を計画している場合、VxRailを、最終的な結果に対する基本的な要素

として位置付けることを検討してください。構築された VxRail クラスターからの物理コンピューティング、

ネットワーク、ストレージのリソースは、VMwareのクラウド管理および仮想デスクトップ ソフトウェア ソ

リューションに割り当てることができ、エンドユーザーが使用するための論理プールとして管理できます。

VxRailのクラスターを基盤として使用することで、特定のビジネスと運用の要件を満たすように、ソフト

ウェア デファインド データ センターを設計および導入できます。 

 

図 12： ソフトウェア デファインド データ センターの基盤としての VxRail 

計画は、ビジネスのユース ケースと戦略目標に焦点を当てた発見とプランニングのプロセスから始まり、そ

れをもとにソフトウェア デファインド データ センターを構成するソフトウェア レイヤーを選択します。デル・テク

ノロジーズでは、各フェーズでサポートするネットワークを徐々に計画して準備できるように、必要なソフト

ウェア レイヤーを体系化された方法で実装します。   
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VxRail クラスターを導入した次のフェーズは、VMware Cloud Foundationソフトウェアをクラスターに実

装することです。これにより、クラスター リソースを、ユース ケースと要件に適合するポリシーを持つ論理ド

メインの基盤として割り当てることができます。 

このガイドに記載されている情報は、VxRailのネットワーキングに関する考慮事項について説明していま

す。VMware Cloud Foundation on VxRailのアーキテクチャの詳細、および VMware Cloud 

Foundation on VxRail導入の計画と準備については、「Dell Technologies VxRail Technical 

Guides」を参照してください。  

Dell EMC SmartFabricネットワーク モード 

Dellのネットワーク スイッチは、SmartFabricサービスをサポートしています。これにより、REST API イン

ターフェイスを通じて、スイッチの構成と運用を標準的な管理コンソールの外部で制御できます。特定の

Dell EMCスイッチ モデルは、SmartFabricパーソナリティ プロファイルを使用したスイッチの初期化をサ

ポートし、統合型ネットワーク ファブリックを形成します。SmartFabricパーソナリティ プロファイルを使用

すると、VxRailを Dellスイッチの自動設定および管理のためのソースにすることができます。 

このプロファイル設定では、VxRailは SmartFabricの機能を使用してネットワーク上の VxRail ノードと

Dell EMCスイッチを検出し、VxRailの導入をサポートするためにスイッチ ファブリックのゼロタッチ設定を

実行します。そして、VxRail クラスターと Dell EMCスイッチ ネットワーク ファブリックの統合型ハイパーコ

ンバージド インフラストラクチャを作成します。 

 

図 13： VxRail向けの Dell EMC SmartFabric 

初期導入後の継続的な VxRail クラスター ネットワーク管理には、Dell EMC Open Manage 

Network Interface（OMNI）vCenterプラグインが無料で提供されています。Dell EMCの OMNI

プラグインを使用すると、VxRail-SmartFabric HCIスタック内の物理および仮想ネットワーク コンポーネ

ントの統合とオーケストレーションが可能になります。vClientが詳細に可視化されることで、全体的な管

理とトラブルシューティングが容易になります。Dell EMC OMNIプラグインは、データ センターにおける

SmartFabric対応ネットワークの一元管理ポイントとして機能します。そのユーザー インターフェイスによ

り、コンソール レベルでスイッチを個別に管理する必要がなくなります。  

SmartFabricサービスと VxRail クラスターのオーケストレーションにより、vCenter インスタンスの仮想ネッ

トワーク設定に対する状態の変更は、REST APIを使用してスイッチ ファブリックに同期されます。このシ

https://infohub.delltechnologies.com/t/guides-50/
https://infohub.delltechnologies.com/t/guides-50/
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ナリオでは、新しい VLAN、ポート グループ、仮想スイッチなどの更新が vClientを使用して行われても、

VxRail ノードに接続されているスイッチを手動で再構成する必要はありません。 

SmartFabric対応のネットワーク インフラストラクチャは、一組の Dell EMC Ethernetスイッチのような

小規模なものから始め、複数のラックにまたがるリーフ スパイン トポロジーをサポートするように拡張するこ

とができます。リーフ スイッチとスパイン スイッチの間には VxLANベースのトンネルが自動的に構成されて

おり、スイッチ ファブリック内のどのラックからでも VxRail ノードを検出して VxRail クラスターに統合するこ

とができます。   

 

図 14： SmartFabric対応のマルチラック ネットワーク拡張 

Dell EMC SmartFabricネットワーキング機能を使用した VxRailの計画で導入を確実に成功させる

には、デル・テクノロジーズ の担当者と連携して行う必要があります。計画されたインフラストラクチャは、

「Dell Networking Solutions Support Matrix」の説明に従った構成である必要があります。 

VxRailで Dell EMC SmartFabric機能を使用するには、いくつかの重要なポイントを理解する必要が

あります。 

• VxRailの導入時に、ネットワーク スイッチの設定方法を選択する必要があります。スイッチの

VxRailパーソナリティ プロファイルを有効にすると、スイッチが工場出荷時のデフォルト状態にリ

セットされ、SmartFabricサービスが有効になります。SmartFabricサービスを有効にすると、基

本的な管理機能を除くすべてのスイッチ設定機能はコンソールで無効になります。また、スイッチ

の構成の管理はその後、SmartFabric ツールを使用するか、または VxRail と SmartFabric

サービスに組み込まれた自動化とオーケストレーションによって実行されます。 

• VxRail ノードの iDRAC機能の帯域外管理をサポートする Ethernetスイッチと、Dell 

Ethernetスイッチの帯域外管理用の Ethernetスイッチが別個に必要です。  

• Dellネットワーク スイッチの VxRailパーソナリティ プロファイルを無効にすると、SmartFabricサー

ビスによって設定されたネットワーク設定が削除されます。VxRail クラスターが Dellスイッチ ファブ

リックで運用されている場合は、クラスターを導入する必要があります。 

• OMNI vCenterプラグインを使用して、VxRail以外のデバイスを SmartFabricサービス モード

で実行されているスイッチに接続できます。 

SmartFabric対応ネットワーク上の VxRail クラスターの導入を計画および準備する方法の詳細につい

ては、「Dell EMC VxRail with SmartFabric Planning and Preparation Guide」を参照してくださ

い。SmartFabric対応ネットワーク上の VxRail クラスターの導入プロセスの詳細については、「VxRail 

Networking Solutions at Dell Technologies InfoHub」を参照してください。 

https://infohub.delltechnologies.com/l/networking-support-matrix-1/networking-solutions-support-matrix-1
https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/technical-guides-support-information/products/converged-infrastructure/h18290-vxrail-with-smartfabric-services-planning-and-preparation-guide.pdf
https://infohub.delltechnologies.com/t/vxrail-networking-solutions-1/
https://infohub.delltechnologies.com/t/vxrail-networking-solutions-1/
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vSphere with Kubernetes on VxRail 

Kubernetesを使用するワークロード管理が必要な場合は、VxRail クラスターを Kubernetesのスー

パーバイザー クラスターとして構成できます。Kubernetesは、コンテナー化されたワークロードとサービスを

管理するための、汎用性と拡張性に富んだ APIベースのプラットフォームです。VMware Tanzuの機能

を使用することで、基盤が vSphereである VxRail クラスターを、専用のリソース プール内の

Kubernetesワークロードを実行するためのプラットフォームに変換できます。vSphere with Tanzuが有

効化された VxRail クラスターは、スーパーバイザー クラスターと呼ばれます。  

VxRail クラスターが vSphere with Kubernetesに対して有効化されている場合、vSphere with 

Tanzuをサポートするために次の 6つのサービスが構成されています。 

• vSphere Pod Service 

• レジストリー サービス 

• ストレージ サービス 

• ネットワーク サービス 

• 仮想マシン サービス 

• vSphere向け Tanzu Kubernetes Grid Service 

 

図 15： VxRail クラスター上の vSphere with Tanzu 

vSphere管理機能を使用する VxRail管理者は、スーパーバイザー クラスターでネームスペースを作成

し、指定されたメモリー、CPU、ストレージの容量を使用してそのネームスペースを構成できます。ネーム

スペース内では、共有リソース プールを使用して、同じプラットフォーム上でコンテナー化されたワークロー

ドを実行できます。 

• この機能を使用するには、Kubernetesのアドオン ライセンス付きの vSphere Enterprise Plus

ライセンスを使用して、スーパーバイザー クラスターの一部である各 VxRail ノードを構成する必

要があります。 

• この機能を使用するには、VxRail クラスター仮想分散スイッチでポート グループを構成して、ワー

クロード ネットワークをサポートする必要があります。これらのネットワークは、クラスター ノードおよび

3台の Kubernetes コントロール プレーンの仮想マシンへの接続を提供します。各スーパーバイ

ザー クラスターには、1つのプライマリ ワークロード ネットワークが必要です。 
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• vSphereでサポートされている仮想ロード バランサーも VxRail クラスター上に構成して、クライア

ント ネットワークからネームスペースで実行されているワークロードに接続できるようにする必要があ

ります。 

• ワークロード ネットワークには、コントロール プレーンの仮想マシンとロード バランサーの接続を有効

にするための予約済み IPアドレスが必要です。 

vSphere with Tanzuをサポートするために VxRail クラスターを有効にする方法の詳細については、

「vSphere with Tanzu Configuration and Management Guide」を参照してください。 

vSANストレッチ クラスター 

vSANストレッチ クラスターは、vSANデータストアの同期 I/Oを遠隔地間でサポートし、VxRailでサ

ポートされている VMwareソリューションです。vSANストレッチ クラスターを使用すると、サービスやデータ

が失われることのない、サイトレベルの障害保護が実現します。 

VxRailに vSANストレッチ クラスターを導入する予定がある場合は、次の要件に注意してください。 

• 3つのデータ センター サイト：2つのデータ センター サイト（プライマリおよびセカンダリ）が

VxRail インフラストラクチャをホストし、3番目のサイトはストレッチ クラスターを監視するためのミ

ラーリング監視をサポートします。 

• プライマリ サイトに 3つ以上の VxRail ノード、セカンダリ サイトに 3つ以上の VxRail ノード 

• プライマリおよびセカンダリ サイトの VxRail ノードに対して、少なくとも 1 つのトップオブラック ス

イッチ 

• Witnessサイトの ESXi インスタンス  

vSANストレッチ クラスター機能には、厳密なネットワーク ガイドラインがあります。特にWANでは、ソ

リューションを動作させるためガイドラインに準拠する必要があります。  

 

図 16： vSAN拡張クラスター トポロジー 

vSAN拡張クラスターとネットワークの要件の詳細については、「Dell-EMC VxRail vSAN Stretched 

Cluster Planning Guide」を参照してください。 

https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/7.0/vsphere-esxi-vcenter-server-701-vsphere-with-tanzu-guide.pdf
https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/white-papers/products/converged-infrastructure/h15275-vxrail-planning-guide-virtual-san-stretched-cluster.pdf
https://www.dellemc.com/resources/en-us/asset/white-papers/products/converged-infrastructure/h15275-vxrail-planning-guide-virtual-san-stretched-cluster.pdf
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2 ノード クラスター 

VxRailでは、リモート オフィス環境など、ワークロードや可用性の要件を低減した小規模の導入に特化

したソリューションをサポートします。このソリューションは、2つの VxRail ノードにのみ固定されており、スト

レッチ クラスター ソリューションと同様、監視を目的として機能する 3番目のサイトを必要とします。 

2 ノードの VxRail クラスターを導入する予定の場合、次の点に注意してください。 

• 2 ノード クラスターにおける VxRailソフトウェアの最小バージョンは 4.7.100です。 

• 導入は VxRail ノード 2つに制限されています。 

• クラスターでバージョン 7.0.130以降を実行している場合を除き、3つ以上のノードに拡張するこ

とはできません。 

• ワークロードの要件が、この小規模ソリューションのリソース容量を超えないことを確認してください。 

• 必要なトップオブラック スイッチは 1つのみです。 

• ノードあたり 4つの Ethernetポートが必要です。サポートされているプロファイルは以下のとおり

です。 

▪ 2 x 1 Gbおよび 2 x 10 Gb 

▪ 4 x 10 Gb 

▪ 2 x 25 Gb 

• スイッチは、1 GbEまたは 10 GbE接続のいずれかをサポートできます。 

• クラスター間 VxRail トラフィックに対し、2つのネットワーク トポロジーがサポートされています。 

▪ 4つのネットワーク ポートはすべてトップオブラック スイッチに接続します 

▪ 2本のネットワーク ケーブルを接続して物理ノード間で 2つのリンクを作成し、もう一方の 2

つのネットワーク ポートはトップオブラック スイッチに接続します 

• 外部 vCenterをお客様が用意する必要があります。お客様提供の外部 vCenterを 2 ノード ク

ラスターに置くことはできません。 

• Witnessは 2 ノード クラスターの稼働状態を監視する小さな仮想アプライアンスです。2 ノード ク

ラスターにはWitnessが必要です。 

▪ Witnessサイトには ESXi インスタンスが必要です。 

▪ VxRailのバージョンが 7.0.100以降の場合、最大 64の 2 ノード クラスターがWitnessを

共有できます。それ以前のバージョンでは、2 ノード クラスターあたり 1対 1の割合で

Witnessが必要です。 

▪ Witnessはデータ ノードと同じサイトに導入できますが、2 ノード クラスターには導入できま

せん。 

▪ サイトに 2 ノード クラスターが複数導入されているインスタンスの場合、監視対象ではない 2

ノード クラスター上にWitnessを置くことができます。この構成では VMware RPQが必要

です。 

▪ トップオブラック スイッチは、Witness サイトのあるネットワーク経由で接続できる必要があり

ます。 
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図 17： ノード間の直接接続を使用した 2 ノード クラスター トポロジー 

vSANストレッチ クラスター機能と同様、小規模ソリューションには厳密なネットワーク ガイドラインがあり

ます。特にWANでは、ソリューションを動作させるためガイドラインに準拠する必要があります。2 ノードの

VxRail クラスター導入の計画と準備の詳細については、「Dell EMC vSAN 2-Node Cluster 

Planning and Preparation Guide」を参照してください。 

 

https://infohub.delltechnologies.com/t/planning-guide-vsan-2-node-cluster-on-vxrail-1/
https://infohub.delltechnologies.com/t/planning-guide-vsan-2-node-cluster-on-vxrail-1/
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VxRail ノードとスイッチ 

ステップ 1. 要件を評価し、予定されるワークロードや目的のユース ケースを満たすために必要なVxRail

ノードの数と特性を決定するため、サイジングの演習を行います。 

ステップ 2. トップオブラック スイッチなど、ワークロードの要件を満たすVxRailノードの数とフットプリントをサ

ポートするのに必要な物理ラックの数を決定します。データ センターに十分なフロア面積、電

源、冷却装置があることを確認します。 

ステップ 3. ビジネス要件と運用要件に合わせて、ネットワーク スイッチのトポロジーを決定します。VxRail

クラスターの運用でサポートされるオプションについてのガイドは、付録F：物理ネットワーク ス

イッチの例にある配線例の図を参考にしてください。  

ステップ 4. サイジング演習をもとに、VxRailネットワーク用に予約する各VxRailノード上のEthernetポー

トの数を決定します。 

• クラスター上のリソース消費量が少なく、使用可能な帯域幅を超えない場合には、2つの

ポートで十分である可能性があります。  

• リソース要件の高いワークロード、または増加する可能性が高いワークロードの場合、4

ポートを導入しておくことを推奨します。vSANや vMotionのネットワークなど、リソース集

約的なネットワークでは、そうした要求の高いネットワーク専用に 2つのポートを予約でき

るため、4ポートのオプションを選択しておくことが推奨されます。 

• ロード バランシングのため、要求の厳しいネットワークのリンク統合を有効にするには、4

ポートのオプションが必要です。この場合、リソース集約的なネットワーク（vSANや場合

により vMotion）専用に予約されている 2つのポートは、ロード バランシングを有効にす

るために論理チャネルとして構成されます。  

リンク統合をサポートするには、VxRail クラスターのバージョンは 7.0.130以降である必要があります。 

ステップ 5. 予定しているワークロードと可用性の要件を満たすために、最適なVxRailアダプターと

Ethernetポート タイプを決定します。  

• VxRailでは、最初のクラスターを構築するために 1 GbE、10 GbE、25 GbEの接続

オプションをサポートしています。 

• VxRailバージョン 7.0.130以降では、以下の Ethernetアダプター タイプから選択でき

ます。  

▪ VxRail クラスター ネットワーク用に NDC上のポートのみを予約して使用します。 

▪ VxRail クラスター ネットワーク用に、NDCベースおよび PCIeベースのポートの両

方を予約して使用します。 

▪ VxRail クラスター ネットワーク用に、PCIe ベースのポートのみを予約して使用

します。 

• パフォーマンスと可用性の要件が後で変更される可能性がある場合は、最初は NDC

ポートのみを予約して初期クラスターを構築するのに使用し、その後、特定の VxRail

ネットワークを PCIeベースのポートに移行できます。 
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VxRailネットワークを PCIeベースのポートに移行するには、VxRail クラスターのバージョンが 7.0.010以降である

必要があります。 

ステップ 6. VxRailノードを、LANポート（RJ45）、SFP+、SFP28接続を使用してスイッチに接続する

かどうかを決定します。 

• RJ-45ポートのある VxRail ノードには、CAT5ケーブルまたは CAT6ケーブルが必要

です。CAT6ケーブルはすべての VxRailに同梱されています。 

• SFP+ポートのある VxRail ノードには、光モジュール（トランシーバー）と光ケーブル、

または Twinax ダイレクト アタッチ銅線（DAC）ケーブルが必要です。これらのケーブル

と光モジュールは同梱されていないため、お客様自身で入手する必要があります。NIC

とスイッチのコネクター、ケーブルは同じ波長に設定されている必要があります。 

• SFP28ポートのある VxRail ノードには、NDC上のポートに対しハイサーマル光学ファイ

バーが必要です。SFP28接続をサポートしている拡張 PCIeネットワーク ポートでは、

標準のサーマル仕様定格の光学モジュールを使用できます。 

ステップ 7. コア ネットワーク インフラストラクチャおよびデュアル スイッチ トポロジー向けスイッチ間リンクへの

アップリンク用スイッチ上の追加ポートとポート速度を決定します。十分なポート容量と特性を

持つスイッチを1つ以上選択します。 

ステップ 8. クラスターのVxRail管理インターフェイスにアクセスするためのワークステーションまたはノートパ

ソコン用に、追加ポートを1つスイッチに予約します。 

• 管理インターフェイスにアクセスするための追加ポートは、VxRail外部管理 VLANの

ジャンプ ホストからの論理パスのどこかで接続可能な場合、必要なくなります。各ノード

の VxRail管理ポートへの接続をサポートするために、個別のスイッチを導入するかどう

かを決定します。 

• Dell iDRACは 1 GbE接続をサポートします。デル・テクノロジーズでは、この目的のた

めに 1 GbEの専用スイッチを導入することを推奨します。場合によっては、トップオブラッ

ク スイッチのオープン ポートを使用することもできます。 
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第 5 章 VxRail実装の計画 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに .................................................................................................................. 35 

データ センターのルーティング サービスの計画 ............................................................ 35 

複数ラックの VxRailクラスターの計画 ..................................................................... 37 

vSAN HCI メッシュ トポロジーの計画 ....................................................................... 38 

VxRailのカスタム アップリンク割り当ての計画 .......................................................... 39 

VxRailネットワークのリンク統合の計画 ................................................................... 41 

スイッチ ポートのペアにおけるリンク統合の計画 .......................................................... 44 
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はじめに 

VxRailは、アプライアンス フォーム ファクター内のソフトウェア デファインド データ センター全体を指しま

す。初期の実装や初期化、構成、容量の拡張、オンライン アップグレード、さらにメンテナンスやサポート

などの管理アクティビティはすべて、VxRail管理システム内で処理されます。お使いのネットワークに接続

されているデータ センターに VxRailアプライアンスが設置され、物理コンポーネントの電源が入っている

と、VxRail管理システムはお客様の設定や入力に基づいて、最終的なソフトウェア デファインド データ 

センターのフル実装を自動化します。 

この段階に進む前に、最終製品をデータ センター環境にシームレスに統合するために、データ センターの

ネットワークでいくつかの計画および準備手順を行う必要があります。これらのトピックを解決し、タスクを

実行することにより、VxRail クラスターの機能性を高めることができます。  

その計画および準備ステップは次のとおりです。 

1. データ センターのルーティング サービスの計画を立てます。 

2. マルチラックの VxRail クラスターの計画を立てます。 

3. vSAN HCIのメッシュ トポロジーの計画を立てます。 

4. VxRail カスタム アップリンクの割り当てを計画します。 

5. VxRailネットワークのリンク統合を計画します。 

注：デル・テクノロジーズでは、導入した VxRail クラスターがビジネス要件と運用要件を確実に満たすことができる

ように、データ センターのネットワーク計画と準備に関するトピックに十分注意を払うようお勧めします。 

データ センターのルーティング サービスの計画 

VxRail外部管理ネットワークや、VxRail用に構成された外部向けのエンドユーザー ネットワークなど、

特定の VxRailネットワークでは、外部のサービスやアプリケーション、さらにエンドユーザーへの接続をサ

ポートできるよう、有効なルーティング サービスを備えている必要があります。 

VxRail クラスターの最も一般的なユース ケースはリーフ スパイン ネットワーク トポロジーです。単一の

VxRail クラスターは 1台のラックの 1組のスイッチから始めることができますが、ワークロードの要件が拡

張して 1台のラックに収まりきらなくなった場合は、拡張ラックを導入して追加の VxRail ノードやスイッチ

をサポートできます。トップオブラック スイッチは「リーフ」レイヤーとして配置され、隣接する上位レイヤー、

つまり「スパイン」レイヤーのスイッチを使用して相互接続することができます。 

データ センターの 1つ以上の VxRail クラスターをサポートするために、リーフ スパイン ネットワーク トポロ

ジーの使用を選択した場合、スパイン レイヤーまたはリーフ レイヤーのいずれかでレイヤー3ルーティング 

サービスを有効にすることを検討できます。  



第 5 章: VxRail実装の計画  

 

36 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

 

図 18： リーフ レイヤーまたはスパイン レイヤーにおけるレイヤー2 と 3の境界 

スパイン レイヤーでルーティング サービスを確立するということは、リーフ レイヤーのアップリンクがトランク 

ポートであり、スパイン レイヤーのスイッチまで必要なすべての VLANを通過することを意味します。このト

ポロジーには、レイヤー2ネットワークをリーフ レイヤーのすべてのスイッチで有効化できるというメリットがあ

ります。このトポロジーでは、1台のラックを超えて拡張する VxRail クラスターを簡素化できます。リーフ レ

イヤーのレイヤー2ネットワークは、複数のラックにまたがるレイヤー3のサービスを必要としないためです。こ

のトポロジーの主なデメリットは拡張性です。Ethernetの標準では、アドレス可能な VLANを 4094に

制限しており、アプリケーション ワークロードが多くの予約済み VLANを必要とする場合、または複数の

VxRail クラスターを計画している場合はこれが制約となります。  

リーフ レイヤーでルーティング サービスを有効化すると、この VLANの制限が解消されます。このオプショ

ンは、ルーティング サービスに到達するまでのホップ数を減らすため、ネットワーク ルーティング トラフィックの

最適化にも役立ちます。ただし、このオプションを使用するには、レイヤー3サービスのライセンスを取得

し、リーフ レイヤーで構成する必要があります。さらに、レイヤー2の VxRailネットワークはリーフ レイヤー

を終端とすることになったため、複数ラックのリーフ スイッチ間にまたがることはできません。 

注：ネットワークが VTEPをサポートしている場合、VTEPはレイヤー3オーバーレイ ネットワークを介して物理ラッ

クのスイッチ間にレイヤー2ネットワークを拡張できるため、複数ラックの VxRail クラスターをサポートするために検討

できます。 

 

図 19： 複数ラックにわたるリーフ スイッチ間の VTEP トンネリング 
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複数ラックの VxRailクラスターの計画 

VxRail クラスターは 1つの物理ラックを超え、最大 6台のラックに拡張できます。1台のラック内の

VxRail ノードに適用されるすべてのネットワーク アドレスは、同じサブネット内にある必要があります。  

VxRail クラスターを、1台のラックを超えて拡張する場合は次の 2つのオプションがあります。 

• 拡張ラック内のすべての VxRail ノードに対して、同じ割り当て済みサブネット範囲を使用します。

このオプションは、対応するスイッチ インフラストラクチャで SmartFabricサービスが有効になってい

る場合に必要です。  

• 新しいゲートウェイを使用して、拡張ラックの VxRail ノードに新しいサブネット範囲を割り当てま

す。（このオプションを使用するには、VxRail クラスターがバージョン 4.7.300以降で実行されて

いる必要があります。） 

同じサブネットが拡張ラックに拡張されている場合は、その VxRailネットワークに相当する VLANを各

拡張ラックのトップオブラック スイッチで構成し、物理的な接続を確立する必要があります。拡張ラックの

VxRail ノードや管理コンポーネントに新しいサブネットが使用されている場合、VLANはルーター レイ

ヤーで終了し、ルーティング サービスを構成してラック間の接続を有効にする必要があります。 

 

図 20： 同じサブネットを共有するマルチラック VxRail 
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図 21： サブネットが異なるマルチラック VxRail 

vSAN HCIメッシュ トポロジーの計画 

VxRailバージョン 7.0.100以降、各 VxRail クラスター上の vSANデータストアのストレージ リソース

は、他の VxRail クラスターと共有できます。このストレージ共有モデルは、お客様提供の vCenter イン

スタンスの共通データ センターで VxRail クラスターが構成されているマルチクラスター環境にのみ適用さ

れます。   

 

図 22： vSAN HCIのメッシュを使用したストレージ リソースの共有 

vSAN HCIのメッシュを使用したストレージ リソースの共有を計画している場合、データ センターが次の

動作条件を満たすように準備してください。 

• vCenterのインスタンスのバージョンが VxRailバージョン 7.0.100以降をサポート。 
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• vSAN HCIのメッシュ トポロジーに参加する各 VxRail クラスターに vSAN Enterprise ライセン

スがある。 

• ネットワーク トポロジーが 2つの VxRail クラスターの vSANネットワークを接続可能。 

▪ 各クラスターがレイヤー2ネットワーク経由で接続されるように、共通の VLANを vSANネッ

トワークに割り当てることができます。VxRail クラスターが別のトップオブラック スイッチに対して

導入されている場合は、スイッチのインスタンス間に拡張するように VLANを構成する必要

があります。 

▪ VxRailクラスターが別のトップオブラック スイッチに対して導入されていて、スイッチ インスタンス

間に共通の VLANを拡張できない場合は、レイヤー3ルーティング サービスを使用して接続

を有効にすることができます。このオプションを選択した場合は、参加している各 VxRailクラス

ターの vSANネットワークに、ルーティング可能な IPアドレスを割り当てるようにしてください。 

VxRailのカスタム アップリンク割り当ての計画 

VxRailバージョン 7.0.130以降では、VxRailネットワークにアップリンクを割り当てる方法を柔軟に決定

できます。事前に定義されたアップリンク割り当てテンプレートを使用して VxRailを導入することも、特定

の VxRailネットワークに割り当てる各ノード上のアップリンクを選択することもできます。ネットワーク プロ

ファイルが事前に定義されている VxRail クラスターは、ノード ポートの選択に関する規範的なルールと、

VxRailネットワークへのノード ポートの割り当てに従っています。カスタム プロファイルを使用すると、ポー

トの選択に対してお客様が定義したルール セットに従うよう VxRailに指示し、VxRailネットワーキング

をサポートするために選択されるノード ポートと、特定の VxRailネットワークに割り当てられるアップリンク

を決定できます。   

• 事前に定義されたネットワーク プロファイルを使用して VxRailを導入する場合は、VxRailネット

ワーキングをサポートするために使用される各 VxRail ノード ポートが同じ速度で実行されている

必要があります。 

• カスタム プロファイルのオプションを作成する場合は、次の一般的なルールが適用されます。  

▪ VxRail ノードを異なる速度で実行されている Ethernetポートを使用して構成できます。た

とえば、NDCでは 10 GbEポート、PCIeアダプター カードでは 25 GbEポートを使用でき

ます。 

▪ VxRailネットワークをサポートするために選択する Ethernetポートは、同じ速度で構成する

必要があります。たとえば、VxRail管理ネットワークに 10 GbEポートを割り当て、vSANや

vMotionなどの VxRail非管理ネットワークに 25 GbEポートを割り当てることができます。 

▪ VxRailネットワークをサポートする Ethernetポートは、同じタイプを選択する必要がありま

す。たとえば、同じ VxRailネットワークをサポートするために、LANポート（RJ45）と

SFP+ポートを割り当てることはできません。 

VxRail クラスターが固定ネットワーク プロファイルを使用して導入されている場合は、各 VxRailネット

ワークへのアップリンク割り当ては、VxRail クラスターをサポートするのに 2ポートまたは 4ポートのどちらを

選択しているかに基づいて事前定義されます。固定ネットワーク プロファイルでは、VxRailネットワーキン

グの目的に対しては NDCベースのポートのみを選択します。 

• 2ポート構成では、VxRailネットワークは 2つのアップリンクを共有します。 

• 4ポート構成では、管理ネットワークに 2つのアップリンクが割り当てられており、vMotion と

vSANのネットワークには他の 2つのアップリンクが割り当てられています。 
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図 23： 2ポートおよび 4ポートの VxRailネットワークのデフォルト ネットワーク プロファイル 

NDCベースと PCIeベースのポートの両方を使用して NIC冗長性を有効化し、NDCが単一障害点と

なるのを避けるプランでは、VxRailの各ネットワークで使用する VxRail ノードのポートをカスタマイズでき

ます。たとえば、NDCから 1つのポートを選択し、同じ速度で実行されている PCIeアダプター カードから

も 1つのポートを選択し、その両方を、VxRail管理ネットワークのサポートのために割り当てることができ

ます。その後、NDCで別のポートを選択し、PCIeアダプター カードで別の互換性のあるポートを選択し

て、それらを非管理 VxRailネットワークに割り当てることができます。   

  

図 24： NDCベースおよび PCIeベースのポートにわたるカスタム アップリンク割り当て 

アプリケーションが VxRail クラスターで I/O集約的に実行され、広帯域幅を必要とすることを想定してい

る場合は、VxRail管理ネットワーク用に予約された同じ 1組のポートに vMotionネットワークを配置

し、vSANネットワークを 1組の Ethernetポートで分離することを選択できます。 
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図 25： 2つの Ethernetポート上で vSANネットワークを分離したカスタム アップリンク割り当て 

アップリンクの割り当てをカスタマイズするために行った決定は、トップオブラック スイッチの設定に影響を与

えることがあります。たとえば、2つのポートを使用して事前定義されたネットワーク プロファイルを使用する

場合、VxRail ノードに接続されている各スイッチ ポート上の各 VxRailネットワークに対し VLANを設

定する必要があります。vSANネットワークの分離を選択する場合は、それらの特定のスイッチ ポートで

vSANネットワークに対して VLANを設定する必要があるのみです。 

VxRailネットワークのリンク統合の計画 

特定の VxRailネットワークのリンク統合は、VxRailバージョン 7.0.130以降でサポートされています。

VxRailにおける NICチーミングは、リンク統合をサポートするための基盤であり、2つの物理ネットワーク 

リンクをまとめて 1つの論理チャネルを形成します。リンク統合により、VxRail ノード上のポートがトップオブ

ラック スイッチ上の対応するポートのペアとピアリングできるようにし、ロード バランシングをサポートして物理

ポート全体のネットワーク トラフィック分散を最適化します。vSANや場合によって vMotionなどのリソー

ス要件が高い VxRailネットワークでは、ネットワーク トラフィックの最適化により大きなメリットがあります。 
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図 26： VxRail と隣接するスイッチ間の LAG ピアリングの関係の概要 

各 VxRailネットワークには、初期の実装処理中に、デフォルトで 2つのアップリンクが割り当てられます。

1つのアップリンクは「アクティブ」、もう一方は「スタンバイ」として指定されます。このモデルでは、リソース集

約的なネットワークは 1つのアップリンクの帯域幅に制限されます。リンク統合を有効にすることで、

VxRailネットワークが両方のアップリンクの帯域幅を使用できるようになり、トラフィック フローはロード バラ

ンシングのハッシュ アルゴリズムに基づいて調整されます。 

NICチーミングとリンク統合を VxRailで使用する場合は、次のガイドラインに従う必要があります。 

• NICチーミングを有効化しリンク統合をサポートするには、VxRail クラスターがバージョン 7.0.130

で実行されている必要があります。  

• リンク統合は VxRail管理ネットワークでサポートされていません。これらのネットワークには低帯域

幅の要件があり、ロード バランシングが提供するメリットは最小限に留まります。 

• VxRail クラスターに統合されている仮想分散スイッチは LACPをサポートします。  

▪ VxRail クラスターをサポートするスイッチが LACPをサポートしている場合は、動的リンク統

合を VxRailネットワーク上で構成できます。 

▪ スイッチで LACPがサポートされていない場合は、静的リンク統合を VxRailネットワーク上

で構成できます。 

▪ LACPはより高度なロード バランシングのハッシュ アルゴリズムをサポートし、より優れた管理

機能を提供するため、より有益です。 

• VxRail の初期ビルド プロセス中に NIC チーミングとリンク統合を有効にするには、次に注意し

ます。 

▪ VxRail クラスターのターゲットとして機能するように、互換性のある vCenter インスタンスを

提供する必要があります。 
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▪ VxRailネットワークの要件をサポートするため、互換性のある事前構成済みの仮想分散ス

イッチを提供する必要があります。 

▪ リンク統合とロード バランシングを、仮想分散スイッチ上で事前構成しておきます。 

• VxRail クラスターのビルドが完了した後、NICチーミングとリンク統合を VxRailが提供する仮想

分散スイッチ上で構成できます。 

▪ 提供されている VxRail クラスターのターゲット バージョンが 7.0.130より前の場合は、ビルド

操作が完了した後にクラスターをアップグレードできます。 

▪ VxRailの初期実装後にリンク統合を構成する方法の詳細については、「ロード バランシング

のためのリンク統合の有効化」を参照してください。  

• VxRailネットワーク用に、ノードあたり 4つの Ethernetポートを予約する必要があります。 

▪ NDC と PCIeの Ethernetポートを混在させることができます。 

▪ すべての NDC ベース、またはすべての PCIe ベースの Ethernet ポートもサポートされてい

ます。 

▪ VxRail管理ネットワーク用に 2つのポートが予約されます。このポートのペアでは、NICチー

ミングはサポートされません。 

▪ VxRail非管理ネットワーク（vSAN/vMotion）用に 2つのポートが予約されます。この

ポートのペアでは、NICチーミングがサポートされます。 

▪ リンク統合用に構成されたすべてのポートは、同じ速度で実行されている必要があります。 

LACPのサポート、ロード バランシング ハッシュ アルゴリズムの選択、物理スイッチでのリンク統合のフォー

メーションは、スイッチのベンダーとオペレーティング システムによって異なります。これらの機能は通常、ベン

ダーごとにブランド化され、「EtherChannel」、「Ethernet トランク」、「マルチリンク トランキング」などの名

前を使用しています。スイッチのベンダーに問い合わせて、VxRail クラスター用に導入を計画しているス

イッチのモデルが、この機能をサポートしていることを確認します。 

VxRail クラスターをサポートするためにスイッチのペアを導入し、両方のスイッチ間でロード バランシングを

有効にすることを計画している場合は、マルチシャーシ リンク統合を設定する必要があります。この機能

は通常、Ciscoの仮想ポート チャネルまたは Dellの VLTポート チャネルなど、スイッチ ベンダーによって

ブランド化されています。このタスクを実行する手順については、スイッチのベンダーから提供されたガイドを

参照してください。 

非管理 VxRailネットワークのロード バランシングを有効にするには、各 VxRail ノード上のポートのペアと

トップオブラック スイッチ上のポートのペアをピアリングする必要があります。 

  

図 27： 同等のスイッチ ポートに接続してリンクを統合 

スイッチのリンク統
合サポートの確認 

マルチシャーシ リンク
統合のサポートの 

確認 

リンク統合用に設定
するスイッチ ポート
の特定 
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スイッチのペア間でリンク統合を有効にしており、両方のスイッチで一致するポートが空いている場合は、

両方のスイッチの同じポート番号にケーブルを接続することをお勧めします。各 VxRail ノード ポートを対

応するスイッチ ポートにマッピングする表を作成することをお勧めします。次に、各 VxRailでリンク統合を

有効化するポートを特定します。  

たとえば、4 ノードの VxRail クラスターを導入し、VxRail クラスターの NDCで 2つのポート、PCIeアダ

プター カードで 2つのポートを予約して使用し、トップオブラック スイッチのペア上にある最初の 8つのポー

トをケーブル接続に使用する場合、できあがった表を使用してリンク統合用に設定するスイッチ ポートを

特定できます。   

 

図 28： ポート マッピングのサンプル表 

非管理 VxRailネットワークで、NDCおよび PCIeアダプター カードの 2番目のポートを使用していると

仮定すると、緑色の列に示されたスイッチ ポートのペアをリンク統合に使用できることが分かります。 

デル・テクノロジーズでは、計画および設計フェーズの一環として、VxRailポートをスイッチ ポートにマッピ

ングする表の作成を推奨しています。  

スイッチ ポートのペアにおけるリンク統合の計画 

リンク統合を有効化する VxRailネットワークをサポートする各ノード上のポートのペアについて、それぞれ

の対応する接続先スイッチ ポートのペアもリンク統合の設定をする必要があります。この操作を実行する

コマンドは、スイッチのモデルとオペレーティング システムによって異なります。このタスクを実行する手順につ

いては、スイッチのベンダーから提供されたガイドを参照してください。 

お客様提供の仮想分散スイッチに対して VxRailクラスターを導入する場合は、VxRailの初期ビルド操

作を行う前にこのタスクを完了する必要があります。製品に含まれている仮想分散スイッチを使用して

VxRailクラスターを導入する場合、この操作は初期クラスターのビルド操作が完了した後に実行します。  

Dell EMCでは、VxRailネットワーク上のリンク統合を Day 2の操作として実行するシナリオ用の手順を公開す

る予定です。 
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第 6 章 VxRailクラスター実装の計画 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに .................................................................................................................. 46 

VxRailの単一の管理ポイントの決定 ....................................................................... 46 

VxRailのネットワーク トラフィックの区分化の決定 .................................................... 47 

VxRailの論理ネットワークの計画 ............................................................................ 49 

VxRail Manager用に予約されたネットワーク除外の計画 ......................................... 53 

VxRail管理コンポーネントのネットワーク設定の計画 ................................................ 54 

VxRail管理コンポーネントの IPアドレスの特定 ........................................................ 56 

VxRail管理コンポーネントのホスト名の選択 ............................................................ 57 

VxRailの外部アプリケーションと設定の特定 ............................................................ 59 

お客様提供の vCenter Serverの準備 ................................................................... 61 

お客様提供の仮想分散スイッチの準備 ..................................................................... 62 

VxRail vMotionネットワークの IPアドレスの予約 .................................................... 66 

VxRail vSANネットワークの IPアドレスの予約 ........................................................ 67 

VxRail ログ ソリューションの決定 ............................................................................. 68 

VxRail管理用のパスワードの割り当て ..................................................................... 68 

Dell EMC SmartFabric サービスの有効化の準備 ................................................... 69 
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はじめに 

VxRailは、アプライアンス フォーム ファクター内のソフトウェア デファインド データ センター全体を指しま

す。初期の実装や初期化、構成、容量の拡張、オンライン アップグレード、さらにメンテナンスやサポート

などの管理アクティビティはすべて、VxRail管理システム内で処理されます。データ センターに VxRailア

プライアンスが設置されてお使いのネットワークに接続され、物理コンポーネントの電源が入っている場

合、VxRail管理システムはお客様の設定や入力に基づいて、最終的なソフトウェア デファインド データ 

センターのフル実装を自動化します。 

この段階に進む前に、最終製品をデータ センター環境にシームレスに統合するために、いくつかの計画お

よび準備ステップを行う必要があります。その計画および準備ステップは次のとおりです。 

1. VxRailの単一の管理ポイントを決定します。 

2. VxRailのネットワーク トラフィックの区分化を決定します。 

3. VxRailの論理ネットワークを計画します。 

4. VxRail論理ネットワークの IPアドレス範囲を特定します。 

5. VxRail管理コンポーネントの一意のホスト名を決定します。 

6. VxRailの外部アプリケーションと設定を特定します。 

7. VxRail管理コンポーネントの DNSレコードを作成します。 

8. お客様提供の vCenter Serverを準備します。  

9. VxRail vMotion と vSANのネットワーク用 IPアドレスを予約します。 

10. VxRailのログ ソリューションを決定します。 

11. VxRail管理のパスワードを決定します。 

ネットワークの計画作成には、「付録 C：VxRail設定チェックリスト」および「付録 A：VxRailネットワー

ク構成テーブル」をご利用ください。このドキュメントの行への参照番号は、「VxRailネットワーク構成テー

ブル」の行に対応しています。 

注：VxRail クラスターを設定し、初期化フェーズを完了して最終製品を生成すると、構成を簡単に変更すること

はできません。この計画および準備フェーズで、組織で最も効果的に機能する構成を慎重に決定することを強くお

勧めします。 

VxRailの単一の管理ポイントの決定 

VxRailアプライアンスの統合リソースは、vCenterのシングル インスタンスにおいて vSphere クラスターと

して定義および管理される仮想インフラストラクチャを作成します。初期化プロセスの一環としてクラスター

に導入される VxRail提供の vCenter Serverを使用するか、クラスターの外部にあるお客様提供の

vCenter Serverを使用するかを決定する必要があります。 最終製品を作成する VxRail初期化プロ

セス中に、VxRailが提供する組み込みの vCenter Serverをクラスターに導入するか、お客様提供の

外部の vCenter Serverにクラスターを導入するかを選択する必要があります。初期化処理が完了す

ると、新しい vCenterの単一の管理ポイントへの移行にはプロフェッショナル サービスのサポートが必要に

なり、変更は困難になります。 

デル・テクノロジーズでは、この計画および準備フェーズの間にあらゆる影響を考慮し、組織にとって最も

効果的に機能する単一の管理ポイントのオプションを決定することを強くお勧めします。  
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VxRail vCenter Server を選択する場合は、次のことを考慮してください。 

• vCenter標準ライセンスは VxRailに含まれており、個別のライセンスは必要ありません。このライ

センスを別の vCenter インスタンスに移行することはできません。 

• VxRail vCenter Serverで管理できる VxRailインスタンスは 1つのみです。つまり、組み込まれ

た vCenter インスタンスを持つ複数の VxRail クラスター環境では、クラスターごとに同じ数だけ管

理ポイントが必要になります。 

• VxRail ライフサイクル管理によって、VxRail vCenter Serverのアップグレードがサポートされま

す。VxRail ライフサイクル管理を使用してお客様提供の vCenterをアップグレードすることはでき

ません。 

• VxRailには DNSサービスが必要です。VxRail vCenterのオプションを使用すると、VxRail クラ

スター内でサポートされる内部 DNSを使用するか、データ センターにある外部 DNSを活用する

かを選択できます。 

お客様提供の vCenterについては、次の項目について検討する必要があります。 

• VxRailに含まれる vCenter標準ライセンスは、VxRail クラスター外の vCenter インスタンスに

移行できません。 

• 複数の VxRail クラスターを、お客様提供の 1台の vCenter Server上に構成することで、管理

ポイントを制限できます。 

• お客様提供の vCenterでは、VxRail クラスターをサポートするように外部 DNSを構成する必

要があります。 

• お客様提供の vCenter と VxRailのバージョンの互換性を確認することは、お客様の責任となり

ます。 

• お客様提供の vCenterでは、VxRail クラスターをサポートするように仮想分散スイッチを自分で

構成するか、VxRailに仮想分散スイッチを導入して構成を実行するかを選択できます。このオプ

ションは、データ センター内の仮想ネットワークを制御および管理しやすくし、vCenter インスタンス

の仮想分散スイッチの数を減らしたい場合に便利です。    

注：内部 DNS を使用するか、事前構成された仮想分散スイッチに対して VxRail クラスターを導入するオプショ

ンには、7.0.010以降のバージョンの VxRailが必要です。 

お客様提供の vCenterの計画ステップの詳細については、「Dell EMC VxRail vCenter Server 

Planning Guide」を参照してください。  

VxRailのネットワーク トラフィックの区分化の決定 

仮想分散スイッチ レベルでの VxRailネットワーク トラフィックのセグメント化に関するオプションがありま

す。バージョン 7.0.130より前は、必要なすべての VxRailネットワークは単一の仮想分散スイッチに限

定されていました。バージョン 7.0.130以降では、2つ目の仮想分散スイッチを導入して、VxRail管理

ネットワーク トラフィックと VxRail非管理ネットワーク トラフィックを分離するかどうかを決定できます。 

https://vxrail.is/vcenterplanning
https://vxrail.is/vcenterplanning
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図 29： 2つの仮想分散スイッチを使用した VxRailネットワークの区分化 

ネットワーク分離に関する厳格なセキュリティ ポリシーが会社または組織にある場合は、2つの仮想分散

スイッチ間で VxRailネットワークを分割することで、これらのポリシーに対するコンプライアンスを向上させ、

VxRail管理ネットワーク トラフィックと非管理ネットワーク トラフィックを別々の物理ネットワーク パスにリダ

イレクトする操作を簡素化できます。 

以下のオプションから、会社や組織のネットワーク ポリシーに合わせて選択できます。 

• 必要なすべての VxRailネットワーク トラフィックとゲスト ネットワーク トラフィックを単一の仮想分

散スイッチに配置します。 

• 2つの仮想分散スイッチを使用して、VxRail管理ネットワーク トラフィックを VxRail非管理トラ

フィックおよびゲスト仮想マシンのネットワーク トラフィックからセグメント化します。 

• 個別の仮想分散スイッチを導入して、ゲスト仮想マシンのネットワーク トラフィックをサポートします。 

   

図 30： 2つの仮想分散スイッチを使用した VxRailネットワークの区分化 
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VxRailは、初期実装プロセスの一環として、単一の仮想分散スイッチまたは 2つの仮想分散スイッチの

いずれかをサポートします。VxRail クラスターの初期実装が完了した後にセキュリティ体制が変更された

場合でも、2つ目の仮想分散スイッチを導入して、VxRailネットワーク トラフィックをその 2番目の仮想

分散スイッチにリダイレクトできます。VxRailネットワーク外のユーザー要件を満たすためなど、2つのスイッ

チを超える追加の仮想分散スイッチは、初期実装後に導入できます。  

VxRailの論理ネットワークの計画 

ネットワーク スイッチ上のポートと VxRail ノード上の NIC間の物理接続により、VxRail クラスター内の

仮想インフラストラクチャの通信が可能になります。VxRail クラスター内の仮想インフラストラクチャは、仮

想分散スイッチを使用してクラスター内、さらに IT管理とアプリケーション ユーザー コミュニティーとの通信

を可能にします。  

VxRailには、クラスターの内外のトラフィックを管理および制御するための事前定義された論理ネットワー

クがあります。特定の VxRail論理ネットワークは外部コミュニティーからアクセスできるようにする必要があ

ります。たとえば、IT管理者は VxRail管理システムへの接続が必要です。VxRail クラスターで実行さ

れているアプリケーションや仮想マシンにアクセスする必要があるエンドユーザーおよびアプリケーション所有

者向けに、VxRailネットワークを構成する必要があります。さらに、vSANデータストアへの I/Oをサポー

トするネットワークが必要です。また、vMotionを使用して VxRail ノード間で仮想マシンを動的に移行

し、ワークロードを分散させるのに、vMotionをサポートするネットワークを構成する必要もあります。最後

に、VxRailがデバイス検出に使用する内部管理ネットワークが必要です。  

 

図 31： VxRail論理ネットワーク トポロジー 
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VxRail ノードの基盤として機能するすべての Dell PowerEdgeサーバーには、ハードウェアベースのメン

テナンスおよびトラブルシューティング タスクを実行するため、プラットフォームへの接続を可能にする別の

Ethernetポートが含まれています。Dell PowerEdgeサーバーへの管理アクセスをサポートするため、

ネットワークを分離することをお勧めしますが、必須ではありません。 

VxRail外部管理ネットワーク、vSANネットワーク、vMotionネットワーク、VxRail クラスターで設定する

任意のゲスト ネットワークには、IPアドレスを割り当てる必要があります。各 VxRailネットワークに予約

する IPアドレス範囲に関するいくつかの決定を行う必要があります。 

 

図 32： VxRailネットワークの IPの要件 

• デバイスの検出に使用される内部管理ネットワークには、IPアドレスの割り当ては必要ありません。 

• 外部管理ネットワークは、ネットワーク サービスやエンドユーザーに向けてアップストリームにルーティ

ングできる必要があるため、このネットワークには非プライベートでルーティング可能な IPアドレス範

囲を割り当てる必要があります。 

• vSANネットワーク上のトラフィックは、クラスターを形成する VxRail ノード間でのみ渡されるため、

ルーティング可能またはルーティング不可能な IPアドレスの範囲のいずれでも割り当てることがで

きます。計画にマルチラック クラスターが含まれ、拡張ラックで新しい IPサブネット範囲を使用する

場合は、このネットワークにルーティング可能な IPアドレス範囲を割り当てます。 

• 仮想マシンのモビリティーの要件が VxRail クラスター内にある場合、vMotionネットワークにルー

ティング不可能な IPアドレス範囲を割り当てることができます。ただし、VxRail クラスター外の仮

想マシンのモビリティーを有効にする必要がある場合、または拡張ラックに異なるサブネット範囲を

使用するマルチラック拡張を計画している場合は、ルーティング可能な IPアドレス範囲を予約し

てください。 

VxRailネットワーク
の IPアドレスに関す
る考慮事項 
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VLAN（仮想 LAN）は、クラスター内の VxRailの論理ネットワーク、および論理ネットワークが通過す

るパスを制御するのに使用する方法を定義します。数値 ID として表される VLANは、VxRailの論理

ネットワークに割り当てられます。同じ VLAN IDが、ご使用のトップオブラック スイッチの個々のポート、お

よび自動実装プロセス中に仮想分散スイッチの仮想ポートにも設定されます。VxRail クラスター内のアプ

リケーションまたはサービスが仮想分散スイッチにネットワーク パケットを送信すると、論理ネットワークの

VLAN IDがパケットに添付されます。パケットは、トップオブラック スイッチ上のポートおよび一致する

VLAN IDのある仮想分散スイッチのみを通過できます。個別の VLANを使用して VxRail論理ネット

ワーク トラフィックを分離することを強くお勧めしますが、必須ではありません。「フラット」ネットワークは、テ

ストおよび非本番の目的でのみ使用することをお勧めします。 

最初のステップとして、ネットワーク チームと仮想化チームが事前に打ち合わせをして、VxRailのネット

ワーク アーキテクチャを計画してください。  

• 仮想化チームは、アプリケーション所有者と打ち合わせをして、VxRailで計画している特定のアプ

リケーションとサービスのうち、特定のエンドユーザーがアクセスするのはどれかを確認する必要があ

ります。これにより、非管理仮想マシンからのトラフィックをサポートするのに必要な論理ネットワー

クの数を決定できます。 

• ネットワーク チームは、VxRail論理ネットワークをサポートするのに必要な VLAN IDのプールを

定義し、クラスターへのトラフィックを制限する VLAN と、スイッチを通過してコア ネットワークに至る

ことができる VLANを決定する必要があります。 

• ネットワーク チームはまた、アップストリーム ネットワーク上の VLAN と、VxRail ノードに接続され

たスイッチ上の VLANの構成を計画する必要があります。 

• ネットワーク チームはさらに、アップストリームに渡される VxRailネットワーク VLAN上の外部ユー

ザーとアプリケーションの接続を確保するために、ルーティング サービスを構成する必要があります。 

• 仮想化チームは、個々の VxRail論理ネットワークに VLAN IDを割り当てる必要があります。  

VxRailは論理ネットワークを、外部管理、内部管理、vSAN、vSphere vMotion、仮想マシンの各

カテゴリーにグループ化します。これらの論理ネットワークそれぞれに指定した設定は、VxRailによって初

期化プロセス中に割り当てられます。 

バージョン 4.7より前の VxRailでは、外部および内部の管理トラフィックの両方が、外部管理ネットワー

クを共有していました。VxRailバージョン 4.7以降では、外部および内部の管理ネットワークは個別の

ネットワークに分割されています。 

外部管理トラフィックには、すべての VxRailマネージャー、vCenter Server、ESXiの通信が含まれ、

vRealize Log Insightも含まれる場合があります。すべての VxRail外部管理トラフィックは、デフォルト

ではタグ付けされず、トップオブラック スイッチのネイティブ VLANを超えて移動できます。 

一方、タグ付けされた VLANは、VxRail外部管理ネットワークをサポートするように構成できます。この

オプションは、単一のトップオブラック スイッチ セットに複数の VxRail クラスターを導入する環境において、

特に推奨されます。VxRail外部管理ネットワークでタグ付きの VLANの使用をサポートするには、トップ

オブラック スイッチで VLANを構成してから VxRail ノードに接続されている各スイッチ ポートのトランキン

グを構成し、外部管理トラフィックにタグ付けします。 

内部管理ネットワークは、初期実装中およびノード拡張中に、VxRail Managerによるデバイスの検出

用にのみ使用されます。このネットワーク トラフィックはルーティング不可能で、VxRail ノードに接続されてい

るトップオブラック スイッチに分離されています。電源がオンになった VxRail ノードは、マルチキャストを使用

して内部管理ネットワーク上でそれ自体をアドバタイズし、VxRail Managerによって検出されます。デフォ

ルトの 3939の VLANは、工場出荷時の各 VxRail ノードに構成されています。この VLANはスイッチ上

および VxRail ノードに接続されているトランク スイッチ ポート上で構成される必要があります。 

VxRailネットワーク
の仮想 LAN に関す
る考慮事項 
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内部管理ネットワークに異なる VLAN値が使用されている場合は、スイッチで構成する必要があるだけ

でなく、オンサイトの各 VxRail ノードにも適用される必要があります。これらの手順に従わないと、

VxRail Managerがこのネットワーク上でデバイスを検出できなくなります。 

デバイスの検出には、このネットワーク上でマルチキャストが設定されている必要があります。お使いのス

イッチにおけるマルチキャストのサポートに関し、データ センター内に制限がある場合は、このネットワークの

構成をバイパスし、VxRail クラスターを形成するノードを手動で選択して割り当てることができます。 

VxRailの初期実装でノードを検出する代わりに手動でノード割り当てを行うには、バージョン 7.0.130以降が必

要です。  

vSphere vMotion と vSANネットワークに VLANを構成することをお勧めします。これらのネットワーク

では、トップオブラック スイッチ上の各ネットワークに VLANを構成してから、VxRail ノードに接続されてい

るトランク スイッチ ポートに VLANを含めます。 

仮想マシンのネットワークは、アプリケーションとサービスを実行している仮想マシンを対象としています。こ

れらのネットワークは、初期ビルド プロセス中に VxRailによって作成されるか、初期構成の完了後に

vClientを使用して作成できます。ビジネス目標や運用目標に基づいて仮想マシンのトラフィックを分割

するには、専用 VLANを使用することが推奨されます。VxRailは、指定した名前と VLAN IDのペアに

基づいて、1つ以上の仮想マシン ネットワークを作成します。その後、vSphere Web Clientに仮想マシ

ンを作成してアプリケーションとサービスを実行する際に、選択した仮想マシン ネットワークに仮想マシンを

簡単に割り当てることができます。たとえば、開発、本番、ステージングに VLANを 1つずつ使用します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓1行目 

VxRail管理ネットワーク（VxRail Manager、ESXi、vCenter 

Server/PSC、Log Insight）の外部管理 VLAN IDを入力します。

専用の管理 VLANを構成せず、このトラフィックをタグ付けなしとして受

け入れる場合は、「0」または「Native VLAN」と入力します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓2行目 

VxRailデバイス検出の内部管理 VLAN IDを入力します。デフォルト

は 3939です。デフォルト設定を使用しない場合は、クラスターの実装

前に新しい VLANを各 VxRail ノードに適用して、検出を有効にする

必要があります。 

ネットワーク構成テーブル 

✓3行目 

vSphere vMotionの VLAN IDを入力します。  

（トラフィックにタグ付けしない場合は［VLAN ID］フィールドに「0」と

入力します） 

ネットワーク構成テーブル 

✓4行目 

vSANの VLAN IDを入力します。  

（トラフィックにタグ付けしない場合は［VLAN ID］フィールドに「0」と

入力します） 

ネットワーク構成テーブル 

✓5～6行目 

作成する仮想マシン ゲスト ネットワークごとに名前と VLAN IDのペアを

入力します。  

少なくとも 1 台の仮想マシン ネットワークを作成する必要があります。 

（トラフィックにタグ付けしない場合は［VLAN ID］フィールドに「0」と

入力します） 
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注：複数の独立した VxRail クラスターを使用する場合は、ネットワーク トラフィックの混雑状態を減らすために、

複数の VxRail クラスターで異なる VLAN IDを使用することをお勧めします。 

2 ノード クラスターの場合、VxRail ノードは個別のWitness トラフィックの分離ネットワークを使用して、

Witnessに接続する必要があります。拡張クラスターでは、Witness トラフィックの分離ネットワークは必

須ではありませんが、強くお勧めします。このネットワークの場合、VLAN上のWitnessネットワークがアッ

プストリームを通過してWitnessサイトに到達できるようにするために、VLANが必要です。 

 

図 33： WitnessおよびWitnessのトラフィック分離を伴う論理ネットワーク 

ネットワーク構成テーブル 

✓78行目 
Witness トラフィック分離 VLAN IDを入力します。  

 

VxRail Manager用に予約されたネットワーク除外の計画 

VxRail Managerは内部的に、Docker コンテナー アーキテクチャを使用するマイクロサービス モデルに

依存します。VxRail Managerがマイクロサービスのネットワーキングをサポートするのに使用するため、

一連の IPアドレスが予約されています。これらの予約済みプール内の IPアドレスは、電源がオンになっ

たときに VxRail Managerによって開始されるマイクロサービスに自動的に割り当てられ、VxRail 

Managerの通常オペレーションの一環として、必要に応じ割り当てられます。これらの予約済み IPアド

レスを任意の VxRailネットワークに使用すると、VxRail Managerのオペレーションに競合が発生する

可能性があるため、VxRailネットワークへの割り当てをブロックする必要があります。 

予約済み IPアドレスの範囲は次のとおりです。  

• 172.28.0.0/16  

• 172.29.0.0/16  



第 6 章: VxRail クラスター実装の計画  

 

54 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

• 10.0.0.0/24 

• 10.0.1.0/24 

VxRail管理コンポーネントのネットワーク設定の計画 

VxRail クラスターの初期ビルド中に、入力された IPアドレスは外部管理ネットワークのメンバーである

VxRail コンポーネントに割り当てられ、一定のルールに従う必要があります。 

• IPアドレス スキームはパブリック IPアドレス範囲である必要があります。 

• IPアドレスは固定されている必要があります（DHCPではない）。 

• 使用中の IPアドレスは指定できません。 

• IPアドレスの範囲は、すべて同じサブネット内にある必要があります。 

VxRail管理コンポーネントへの IPアドレスの割り当て方法には柔軟性があります。  

• バージョン 7.0.010以降の VxRail クラスターを導入する場合、IPアドレスを管理コンポーネント

に手動で割り当てるか、VxRailの初期ビルド中に IPアドレスが自動で割り当てられるようにでき

ます。  

• バージョン 7.0.010より前の VxRailでは、サポートされている唯一のオプションは、IPアドレスの

管理コンポーネントへの自動割り当てのみでした。割り当てプロセスでは IPアドレスがシーケンシャ

ルに割り当てられるため、範囲はこの方法で指定する必要があります。 

データ センターで予定している最終的な VxRail構成に関する決定は、予約する必要がある IPアドレ

スの数に影響します。 

• VxRail管理システムで追加の IPアドレスを予約しておき、将来、シングル ラックでの拡張のため

に VxRail ノードに割り当てられるようにするか決定します。既存の VxRail クラスターに新しいノー

ドが追加されると、未使用の予約プールから IPアドレスが割り当てられます。予約された未使用

の IPアドレスがない場合は、手動で IPアドレスを入力するよう求められます。  

• VxRail クラスターに導入されている vCenter インスタンスを使用するか、データ センターですでに

稼働している外部の vCenterを使用するかを決定します。  

▪ VxRailバージョン 7.0以降では、VxRail クラスターに導入されている vCenter インスタンス

を使用する場合は、vCenterの IPアドレスを予約する必要があります。vCenter インスタン

スには Platform Services Controllerがバンドルされています。  

▪ バージョン 7.0より前の VxRailでは、VxRailに vCenterを導入場合は、その vCenter イ

ンスタンスの IPアドレスと、Platform Services Controllerの IPアドレスを予約する必要が

あります。 

• VxRail クラスターに導入可能な vSphere Log Insightを使用するかどうか決定します。 

▪ バージョン 7.0以前の VxRailでは、VxRail クラスターに導入されている vCenter インスタン

スを使用することを選択した場合、クラスターに vSphere Log Insightを導入するオプション

があります。また、データ センター内の既存の syslogサーバーに接続するか、まったくログを

記録しない選択をすることもできます。VxRail クラスターに vSphere Log Insightを導入す

る場合は、IPアドレスを 1個予約する必要があります。 

▪ バージョン 7.0.010以降の VxRailでは、vRealize Log Insightを VxRailの初期構成プ

ロセス中に導入するオプションはありません。 
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▪ VxRail用にデータ センターですでに稼働している外部 vCenterを使用する場合は、

vSphere Log Insightを導入できません。 

• VxRailは、Dell EMCの「Call Home」機能をサポートしており、アプライアンスからのアラートは

カスタマー サービスに転送されます。VxRailからのアラートをデル・テクノロジーズ カスタマー サービ

スに送信できるようにするには、Secure Remote Servicesゲートウェイが必要です。 

▪ 「Call Home」用に、データ センターにある既存の Secure Remote Servicesゲートウェイ

を使用するか、VxRail クラスターに Secure Remote Servicesゲートウェイの仮想インスタ

ンスを導入するか、または何もしないかを決定します。 

▪ VxRail クラスターに SRS-VE（Secure Remote Services Virtual Edition）を導入す

るには、IPアドレスを 1個予約します。 

• リモートの 3番目のサイトでWitness を必要とする、VxRailストレッチ クラスターや 2 ノード クラ

スターなどの VxRail クラスターを導入する場合、Witness仮想アプライアンスを導入するために

2個の IPアドレスが必要です。  

▪ Witness管理ネットワークに 1個の IPアドレスが割り当てられます。 

▪ Witness vSANネットワークに 1個の IPアドレスが割り当てられます。  

▪ いずれのネットワークでも、リモート サイトのWitnessが必要な VxRail クラスターにルーティ

ングできる必要があります。 

VxRail クラスターがストレッチ クラスターの場合は、既存の vSAN Witnessの機能をリモート サイトで共

有できます。また、vSAN Witnessのバージョン 7アップデート 1以降では vSANデータストアをサポート

できます。  

• 2 ノード クラスターの場合、VxRail ノードは個別のWitness トラフィックの分離ネットワークを使

用して、Witnessに接続する必要があります。このネットワークでは、2つの VxRail ノードのそれ

ぞれに追加の IPアドレスが必要です。  

▪ VxRail ノードは、リモート サイトのWitnessにルーティングできる必要があります。  

▪ トラフィックは、Witness トラフィック分離用の VLANを通過できる必要があります。 

次の表を使用して、外部管理論理ネットワークに必要なパブリック IPアドレスの数を決定します。 

コンポーネント 条件 

VxRail ノード VxRail ノードごとに 1つ 

VxRail Manager ×1 

vCenter VxRailに vCenter Serverを提供している場合：0 

VxRailで vCenterを使用している場合：2  

Log Insight VxRailに vCenter Serverを提供している場合：0 

VxRailに syslogサーバーを提供している場合：0 

VxRailのログを有効にしない場合：0 

VxRailで Log Insightを使用している場合：1 
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コンポーネント 条件 

SRS-VE VxRailに SRSゲートウェイを導入する予定がある場合：1 

VxRailに SRSゲートウェイを導入しない場合：0 

 

VxRailの初期ビルドおよび将来の拡張予定に対応できる十分な数の未予約の IPアドレスがあるサブ

ネット範囲を予約するようネットワーク チームに要求します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓7行目 
VxRail外部管理ネットワークのサブネット マスクを入力します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓8行目 
VxRail外部管理ネットワークのゲートウェイを入力します。 

 

VxRail管理コンポーネントの IPアドレスの特定 

VxRail ノードの基盤として機能する ESXiホストの IPアドレスに対し自動割り当てを選択している場合

は、未使用の IPアドレスのプールを十分に確保するようにネットワーク チームに要求します。  

ESXiホストの IPアドレス範囲を記録します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓24、25行目 

ESXiホストの開始 IPアドレスと終了 IPアドレスを入力します。連続し

た IP範囲が必要です。  

 

代わりに、IPアドレスを個別の ESXiホストに割り当てることを選択する場合は、VxRailの初期ビルドに

含める各 ESXiホストの IPアドレスを記録します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓26、29行目 
ESXiホストの IPアドレスを入力します。  

 

VxRail Managerの固定 IPアドレスを記録します。この情報は必須です。 

ネットワーク構成テーブル 

✓14行目 
VxRail Managerの固定 IPアドレスを入力します。  

 

VxRailで提供されている VxRail クラスターに組み込みの vCenterを導入する場合は、vCenterおよ

び Platform Services Controller（該当する場合）の固定 IPアドレスを記録します。VxRailに外

部 vCenterを提供する場合は、これらのエントリーを空白のままにします。 

ネットワーク構成テーブル 

✓31行目 
VxRail vCenterの IPアドレスを入力します。  
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ネットワーク構成テーブル 

✓33行目 

VxRail Platform Services Controllerの IPアドレスを入力します

（該当する場合）  

 

Log Insightの IPアドレスを記録します。VxRailのバージョン 7.0.010以降を導入する場合、または

VxRailに Log Insightを導入しない場合は、このエントリーを空白のままにします。 

ネットワーク構成テーブル 

✓69行目 
vSphere Log Insightの IPアドレスを入力します。  

 

Witness仮想アプライアンスの 2個の IPアドレスを記録します。VxRail導入環境にWitnessが必要

ない場合は、空白のままにします。 

ネットワーク構成テーブル 

✓76行目 
Witness管理ネットワークの IPアドレスを入力します。   

ネットワーク構成テーブル 

✓77行目 
Witness vSANネットワークの IPアドレスを入力します。   

 

2 ノード クラスター導入環境のWitness トラフィックに必要な各ノードの IPアドレスを記録します。2 ノー

ド クラスターを導入していない場合は、空白のままにします。  

ネットワーク構成テーブル 

✓79行目 

2 ノード クラスターの 2つのノードのうち最初のノードの IPアドレスを入

力します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓80行目 

2 ノード クラスターの 2つのノードのうち 2番目のノードの IPアドレスを

入力します。 

 

VxRail管理コンポーネントのホスト名の選択 

VxRail クラスターに導入する各 VxRail管理コンポーネントには、IPアドレスを割り当て、完全修飾ホス

ト名を割り当てる必要があります。これらの各 VxRail管理コンポーネントには、初期化中にホスト名と

IPアドレスが割り当てられます。 

必要な VxRail管理コンポーネント（各 ESXiホスト、VxRail Manager）に適用されるホスト名の命

名形式を決定します。VxRail クラスターに vCenter Serverを導入する場合は、これにもホスト名が必

要です。さらに、VxRail クラスターに Log Insightを展開する場合、やはりホスト名が必要になります。 

注：初期実装後は、VxRail管理コンポーネントのホスト名と IPアドレスを簡単に変更することはできません。 

まず、VxRailに使用するドメインを選択し、完全修飾ホスト名に割り当てることからプロセスを開始しま

す。VxRailには DNSが必要であるため、ネーム サービスがこのドメインをサポートできるドメインを選択し

てください。 

トップレベル ドメイン
の選択 
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ネットワーク構成テーブル 

✓12行目 
トップレベル ドメインを入力します。  

 

VxRail Managerにホスト名を割り当てる必要があります。選択したホスト名にドメインも自動的に適用

されます。デル・テクノロジーズでは、クラスター管理を簡略化するため、ESXiホスト用に選択された命名

形式に従うことを推奨します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓13行目 
VxRail Managerのホスト名を入力します。 

 

クラスター内のすべての VxRail ノードにはホスト名が必要です。VxRailバージョン 7.0.010以降では、

希望するホスト命名規則を使用するかどうかを選択できます。これは、正当な形式であるか、VxRailが

VxRailの初期ビルド プロセス中に VxRailの規則に自動的に従って ESXi ノードに自動割り当てする

場合に限ります。 

クラスターの初期ビルド プロセス中に、VxRailによるホスト名の自動割り当てを実行する予定がある場

合は、このセクションで説明するルールに従うようにしてください。VxRail クラスター内のすべての ESXiホ

スト名は、ESXiホスト名のプレフィックス（英数字の文字列）、セパレーター（「なし」またはダッシュ

「-」）、連番（英字、数字 X、または数字 0X）、オフセット（空または数値）、サフィックス（空または

ピリオドなしの英数字の文字列）、ドメインからなる命名スキームで定義されます。VxRail初期化中、

プレビュー フィールドに最初の ESXiホストのホスト名の例が表示されます。たとえば、プレフィックスが

「host」で、セパレーターが「なし」、連番が「数字 0X」、オフセットが空で、サフィックスが「lab」、ドメインが

「local」である場合は、最初の ESXiホスト名は「host01lab.local」になります。ドメインは VxRail管理

コンポーネントにも自動的に適用されます。（例：my-vcenter.local） 

 例 1 例 2 例 3 

プレフィックス host myname esxi-host 

セパレータ なし - - 

連番 数字 0X 数字 X 英文字 

Offset  4  

サフィックス  lab  

Domain local college.edu company.com 

結果のホスト名 host01.local myname-4lab.college.edu esxi-host-a.company.com 

 

この方法を選択した場合は、ESXiホスト名の構築と自動割り当てのための値を入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓15～19行目 

目的の ESXi ホスト命名スキームの例を入力します。希望のプレフィッ

クス、セパレーター、連番、オフセット、サフィックス、ドメインが入力されて

いることを確認します。 

 

ESXiのホスト名を手動で適用する場合は、VxRailの初期ビルド操作で計画している各 ESXiホスト

の名前を入力します。 

VxRail Manager

のホスト名の選択 

ESXiのホスト名の
選択 
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ネットワーク構成テーブル 

✓20～23行目 
各 ESXiホストに指定したホスト名を入力します。 

 

注：VxRailにデータ センターの外部 vCenter Serverを使用する場合は、このセクションをスキップして構いませ

ん。以下のアクション項目は、VxRail vCenter Serverを使用する場合にのみ適用されます。 

VxRail クラスターに新しい vCenter Serverを導入する場合は、VxRail vCenter Serverおよび必要

に応じて Platform Services Controller（PSC）のホスト名を指定する必要があります。選択したホ

スト名にドメインも自動的に適用されます。デル・テクノロジーズでは、クラスター管理を簡略化するため、

ESXiホスト用に選択された命名形式に従うことを推奨します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓30行目 

新しい vCenter Serverホスト名を英数字の文字列で入力します。

指定されたドメインが追加されます。 

ネットワーク構成テーブル 

✓32行目 

新しい Platform Services Controllerのホスト名を英数字の文字

列で入力します。指定されたドメインが追加されます。  

 

注：VxRail クラスターのバージョン 7.0.010以降を導入するか、Log Insightでなく外部の Syslogサーバーを

使用するか、ログを有効にしない場合、このセクションをスキップできます。  

VxRail クラスターに Log Insightを導入するには、管理コンポーネントにホスト名を割り当てる必要があ

ります。独自のサード パーティー製 Syslogサーバーを使用するか、VxRailに含まれる vRealize Log 

Insightソリューションを使用するか、またはログを記録しなくても構いません。VxRail vCenter Server

も使用する場合にのみ、vRealize Log Insightのオプションを選択できます。  

ネットワーク構成テーブル 

✓68行目 
Log Insightのホスト名を入力します。 

 

VxRailの外部アプリケーションと設定の特定 

VxRailをデータ センター ネットワークを介して使用できるようにする場合、データ センター内の特定のア

プリケーションが必要です。そうしたデータ センター アプリケーションが VxRail管理ネットワークにアクセスで

きるようにする必要があります。 

タイム ゾーンは必須です。これは VxRailの初期構成時に vCenter Server上および各 ESXiホスト

上で構成されます。 

NTPサーバーは必須ではありませんが、使用をお勧めします。NTPサーバーを指定すると、その NTPサー

バーを使用するように vCenter Serverが構成されます。1つの NTPサーバーも指定しない場合、VxRail

は ESXiホスト#1に設定されている時間を（この時間が正しいかどうかに関係なく）使用します。 

注：VxRail ノードを接続する VxRail外部管理ネットワークから NTP IPアドレスにアクセスできること、正常に機

能していることを確認します。 

VxRail vCenter 

Serverのホスト名
の選択 

Log Insightホスト
名の選択 

タイム ゾーンと NTP

サーバーの設定 
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VxRailのバージョン 7.0.010以降では、VxRail vCenter Serverに含まれている内部 DNS、またはご

使用のデータ センターの外部 DNSを使用できます。内部 DNSを使用する方法を選択した場合、この

セクションで説明している DNS設定のステップはスキップできます。 

内部 DNSオプションを選択しない場合、VxRail用の 1台以上の外部 DNSサーバーをお客様に用

意していただく必要があります。VxRail用に選択した DNSサーバーは、VxRail管理コンポーネント

（VxRail Manager、vCenterなど）すべてのネーム サービスをサポート可能である必要があります。  

注：VxRailが接続されているネットワークから DNS IPアドレスにアクセスできること、および DNS IPアドレスが

正常に機能していることを確認してください。 

 

ネットワーク構成テーブル 

✓11行目 
DNSサーバーの IPアドレスを入力します。  

クラスターに導入し、ホスト名と IPアドレスを割り当てているすべての VxRail管理コンポーネントに対し

て、選択した DNSにルックアップ レコードを作成する必要があります。こうしたコンポーネントには、

VxRail Manager、VxRail vCenter Server、VxRail Platform Services Controller、Log 

Insight、VxRail クラスター内の各 ESXiホストなどが含まれます。DNSエントリーは、前方および逆引

きのルックアップの両方をサポートしている必要があります。  

 

図 34： DNS前方ルックアップ エントリーの例  

 

図 35： DNS逆引きルックアップ エントリーの例 

「付録 A：VxRail ネットワーク構成テーブル」を使用して、計画中の VxRailクラスターに含める

VxRail管理コンポーネントを決定し、ホスト名と IPアドレスを割り当てます。vMotion と vSAN IPアドレ

スは VxRailによるルーティング用に設定されていないため、DNSサーバーのエントリーは必要ありません。 

ネットワーク構成テーブル 

✓9行目 
タイム ゾーン名を入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓10行目 
NTPサーバーのホスト名または IPアドレスを入力します。 

VxRail管理コン
ポーネントの DNS

の設定 
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お客様提供の vCenter Serverの準備 

注：VxRail vCenter Server を使用する場合は、このセクションをスキップできます。これらのアクション項目は、

VxRailに、データ センターにあるお客様提供の vCenter Server を使用することを計画している場合にのみ適用

されます。 

VxRail クラスター管理プラットフォームとして、お客様提供の vCenterを使用する場合は、VxRailの初

期実装前に特定の動作条件を満たす必要があります。VxRail初期化プロセス中に、VxRailはお客様

提供の vCenterに接続され、必要な検証ステップおよび構成ステップを実行して vCenter インスタンス

に VxRail クラスターを導入します。 

• お客様提供の vCenter Serverが、お使いの VxRailのバージョンと互換性があるかどうかを確

認します。  

▪ 最新のサポート マトリックスについては、Dell製品サポート サイトのナレッジベース記事

「VxRail：VxRailおよび外部 vCenter相互運用性マトリックス」を参照してください。 

• お客様提供の互換性のある vCenter Serverの FQDNを「付録 A：VxRailネットワーク構成

テーブル」に入力します。 

 

ネットワーク構成テーブル 

✓35行目 
お客様提供の vCenter Serverの FQDNを入力します。  

 

• お客様提供の vCenter Serverに、組み込み型または外部の Platform Services Controller

があるかどうかを確認します。Platform Services Controllerが、お客様提供の vCenterの外

部にある場合は、Platform Services Controllerの FQDNを「付録 A：VxRail ネットワー

ク構成テーブル」に入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓34行目 

お客様提供の Platform Services Controller（PSC）の FQDNを

入力します。 

お客様提供の vCenter Serverに PSCが組み込まれている場合は、

この行を空白のままにします。 

 

• 使用するお客様提供の vCenterで構成される SSO（シングル サインオン）ドメインを決定して

VxRailの接続を有効にし、そのドメインを「付録 A：VxRail ネットワーク構成テーブル」に

入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓36行目 

お客様提供の vCenter Serverの SSO（シングル サインオン）ドメ

インを入力します。（例：vsphere.local） 

 

• VxRail初期化プロセスでは、お客様提供の vCenterへのログイン認証情報が必要です。認証

情報には、VxRailに必要な構成作業を実行する権限が含まれている必要があります。次の 2

つの選択肢があります。 

▪ Administrator権限のある vCenter ログイン認証情報を入力します。 
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▪ この目的のために vCenterに新しい認証情報のセットを作成します。デル・テクノロジーズ デ

リバリー サービスによって 2つの新しいロールが作成され、このユーザーに割り当てられます。 

ネットワーク構成テーブル 

✓37行目 

お客様提供の vCenter Serverに管理者ユーザー名/パスワードを入

力します。またはお客様提供の vCenter Serverで作成する VxRail

非管理者ユーザー名/パスワードを入力します。  

  

• 認証情報のセットは、VxRail管理用にお客様が提供した vCenterに、権限および割り当てら

れた役割なしで作成する必要があります。これらの認証情報には、VxRail初期化プロセス中に

権限を限定してロールが割り当てられ、初期化完了後、お客様提供の vCenterへの接続を有

効にするために VxRailに割り当てられます。 

▪ これが、お客様提供の vCenter上の最初の VxRail クラスターである場合は、お客様提供

の vCenterに作成する予定の認証情報を入力します。 

▪ お客様提供の vCenterに以前作成した VxRail クラスターのアカウントがすでにある場合

は、それらの認証情報を入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓38行目 

完全な VxRail管理ユーザー名/パスワードを入力します。 

（例：cluster1-manager@vsphere.local） 

 

• VxRail初期化プロセスにより、お客様提供の vCenterの既存のデータ センターに VxRail クラ

スターが導入されます。新しいデータ センターを作成するか、お客様提供の vCenter上の既存

のデータ センターを選択します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓39行目 

お客様提供の vCenter Server上のデータ センターの名前を入力し

ます。 

 

• 選択したデータ センターに VxRail初期化プロセスによって作成されるクラスターの名前を指定し

ます。この名前は固有で、お客様提供の vCenterのデータ センターで使用されていないものであ

る必要があります。 

ネットワーク構成テーブル 

✓40行目 
VxRailに使用するクラスターの名前を入力します。 

 

お客様提供の仮想分散スイッチの準備 

VxRailがバージョン 7.0.010以降でない場合、または VxRailを 1つ以上のお客様提供の仮想分散スイッチに

導入する計画でない場合は、このセクションをスキップできます。 

バージョン 7.0.010より前の VxRailでは、お客様提供の外部 vCenterに VxRail クラスターを導入す

る場合、初期クラスターのビルド プロセスの一環として vCenter インスタンスに仮想分散スイッチが構成

されます。自動化された初期ビルド プロセスでは、vCenter インスタンスの VxRailの要件に準拠した仮

想分散スイッチを導入し、次に、VxRailネットワークを仮想分散スイッチ上のポート グループに接続しま

す。VxRail クラスターで計画しているターゲット バージョンに応じて、外部 vCenterのインスタンスに 1つ

または 2つの仮想分散スイッチを事前構成して、VxRailネットワークをサポートできます。  



 第 6 章: VxRail クラスター実装の計画 

 

63 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

  

• VxRailバージョン 7.0.010以降では、初期クラスター ビルド プロセスの前に、外部 vCenterに

1つの仮想分散スイッチを構成するオプションがあります。 

• VxRailバージョン 7.0.130以降では、初期クラスター ビルド プロセスの前に、外部 vCenter イ

ンスタンスに 1つまたは 2つの仮想分散スイッチを構成するオプションがあります。 

仮想スイッチを手動で構成して、初期クラスター ビルドの前にネットワークを構成する場合は、次の動作

条件を満たす必要があります。  

• データ センターに VxRail と互換性のある vCenter インスタンスがまだない場合は、VxRail クラス

ターのターゲットとして機能する vCenter インスタンスを導入します。 

• ターゲット vCenter インスタンス上の、既存の仮想分散スイッチまたは仮想分散スイッチのペアに

VxRail クラスターを導入できます。 

• 必要な VxRailネットワークそれぞれにポート グループを構成します。デル・テクノロジーズでは

VxRailネットワーク トラフィック タイプを明確に識別できる命名規則を使用することをお勧めしま

す。   

• 必要な各 VxRailネットワークに割り当てられた VLANを、それぞれのポート グループで構成しま

す。各 VxRailネットワーク トラフィック タイプの VLANは、「付録 A：VxRailネットワーク構成

テーブル」の「VxRailネットワーク」セクションで参照できます。 

• 仮想分散スイッチまたは仮想分散スイッチのペア上で、VxRail クラスターをサポートする 2つまた

は 4つのアップリンクを構成します。 

• 分散ポート グループのチーミングおよびフェールオーバー ポリシーを設定します。各ポート グループ

にチーミングとフェールオーバー ポリシーを割り当てます。1つのポリシーを構成してすべてのポート 

グループに適用するシンプルな戦略をとることも、ポート グループ レベルで要件に対応する一連の

ポリシーを構成することもできます。 

• 非管理 VxRailネットワークに対し LACPを使用したロード バランシングを有効にする計画があ

る場合、仮想分散スイッチで LACPポリシーを構成して、適切な 1つまたは複数のポート グルー

プに適用します。   

 

図 36： お客様提供の仮想分散スイッチ上のポート グループの例 
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デル・テクノロジーズでは、VxRailの自動初期ビルド プロセスによって仮想分散スイッチに適用された構成

設定を、ベースラインとして参照することをお勧めします。そうすることで、お客様提供の仮想分散スイッチ

に対して VxRailクラスターを適切に導入できるようになります。自動初期ビルド プロセスによって使用され

る設定については、「付録 E：仮想分散スイッチ ポート グループのデフォルト設定」を参照してください。 

ネットワーク構成テーブル 

✓41行目 

VxRail クラスター ネットワークをサポートする仮想分散スイッチの名前を

入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓42行目 

仮想分散スイッチを 2つ構成する場合は、2つ目の仮想分散スイッチの

名前を入力します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓43行目 

VxRail外部管理ネットワークの接続を有効にするポート グループの名

前を入力します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓44行目 

VxRail vCenter Serverネットワークの接続を有効にするポート グルー

プの名前を入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓45行目 

VxRail内部管理ネットワークの接続を有効にするポート グループの名

前を入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓46行目 

vMotionネットワークの接続を有効にするポート グループの名前を入力

します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓47行目 

vSANネットワークの接続を有効にするポート グループの名前を入力し

ます。 

 

お客様提供の仮想分散スイッチ 1つに対して複数の VxRail クラスターを導入する場合、デル・テクノロ

ジーズは分散ポート グループに対して明確な命名規則を設定することをお勧めします。そうすることでネッ

トワーク管理が容易になり、複数の VxRail クラスター間で個別の VxRailネットワークを区別できます。  

VxRailの初期ビルド プロセスでは、必要なすべてのゲスト ネットワークの仮想分散スイッチでポート グ

ループを設定する必要はありません。これらのポート グループは、VxRail初期ビルド プロセスが完了した

後に構成できます。デル・テクノロジーズでは、これらの分散ポート グループに明確な命名規則を設定す

ることをお勧めします。  

 

お客様提供の仮想分散スイッチについては、VxRailのデフォルトのチーミングとフェールオーバー ポリシー

を使用することも、各ポート グループのチーミングとフェールオーバー ポリシーをカスタマイズすることもできま

す。VxRailのデフォルトのチーミングとフェールオーバー ポリシーの説明については「VxRailネットワークの

チーミングとフェールオーバー ポリシーの構成」を参照してください。 

お客様提供の仮想
分散スイッチ用チー
ミングとフェールオー
バー ポリシーの構成 



 第 6 章: VxRail クラスター実装の計画 

 

65 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

  

  

図 37： デフォルトの VxRail チーミングとフェールオーバー ポリシーの例 

チーミングとフェールオーバー ポリシーのカスタマイズは、動作条件としてではなく、導入後に実行することも

できます。  

VxRailがバージョン 7.0.130以降でない場合、お客様提供の仮想分散スイッチ上の 1つ以上の VxRailネット

ワークでリンク統合を有効にする計画がない場合は、このセクションをスキップすることができます。 

VxRailバージョン 7.0.130以降では、VxRail非管理ネットワーク（vSANネットワークおよび vMotion

ネットワークを含む）に対してリンク統合を構成できます。VxRail非管理ネットワークでリンク統合を有効

にするには、次の前提条件を満たしている必要があります。 

• 各 VxRail ノードの 4つのポートを、VxRailネットワーキングをサポートするように構成する必要が

あります。 

▪ 2つのポートを、VxRail管理ネットワークをサポートするように構成します。これらのネットワー

クではリンク統合はサポートされません。 

▪ 2つのポートを、VxRail非管理ネットワークをサポートするように構成します。リンク統合はこ

れらのネットワークでサポートされます。 

• リンク統合は vSANネットワーク、vMotionネットワーク、またはその両方で構成できます。 

▪ vMotionネットワーク上でリンク統合を構成しない場合は、このネットワークを、VxRail管理

ネットワークをサポートするのと同じアップリンクに割り当てる必要があります。 

• 隣接するトップオブラック スイッチはリンク統合をサポートするように構成する必要があります。この

タスクはスイッチのベンダーから提供されたガイドを参照して実行してください。 

リンク統合をサポートするには、お客様提供の vCenter インスタンスの仮想分散スイッチで、次のタスクを

完了する必要があります。 

• 仮想分散スイッチで LACPポリシーを構成します。 

お客様提供の仮想
分散スイッチにおけ
るリンク統合の準備 
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図 38： 仮想分散スイッチで構成された LACPポリシーの例 

• リンク統合を目的としたポート グループで、チーミングとフェールオーバー ポリシーを設定します。 

  

図 39： チーミングとフェールオーバー ポリシーでアクティブなアップリンクとして構成された LACPポリシーの例 

VxRail vMotionネットワークの IPアドレスの予約 

VxRail クラスター内の各 ESXiホストの vMotionネットワークには IPアドレスが必要です。vMotion

ネットワークをルーティング不可能にする場合、プライベート アドレス範囲を使用できます。VxRail クラス

ターの外部に仮想マシンを移行する機能を計画している場合は、IPアドレス スキームを選択するときに

検討する必要があります。 

VxRailバージョン 7.0.010以降では、VxRail初期ビルド中に IPアドレスを自動的に割り当てるか、各

ESXiホストに IPアドレスを手動で割り当てるかを選択できます。VxRailがバージョン 7.0.010より前の

場合は、VxRailによる自動割り当てのみを利用できます。  
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自動割り当ての方法では、VxRail初期ビルド用の IPアドレスは、指定した範囲でシーケンシャルな順

序で割り当てられた、連続したアドレスである必要があります。IPアドレス範囲は、VxRail クラスター用に

計画している ESXiホストの数に対応できるだけの大きさにする必要があります。拡張を計画している場

合は、より大きな IPアドレス範囲を指定してカバーできます。  

VxRail クラスターを複数の物理ラックのノードに導入する拡張計画がある場合は、ラック間で vMotion

用の IPサブネットを拡張するか、データ センターでルーティング サービスを使用するかを選択できます。 

IPアドレスの自動割り当ての方法を使用する場合は、IPアドレスの範囲を記録します。 

 手動による割り当てを行う場合、IPアドレスを記録します。 

サブネット マスクとデフォルト ゲートウェイを入力します。VxRail外部管理ネットワークに割り当てられたデ

フォルトのゲートウェイを使用するか、vMotionネットワーク専用のゲートウェイを入力できます。 

VxRail vSANネットワークの IPアドレスの予約 

VxRailクラスター内の各 ESXiホスト用 vSANネットワークには、IPアドレスが必要です。1台のラックを

超えて拡張し、拡張に別のサブネットを使用する場合を除き、プライベート アドレス範囲を使用できます。  

VxRailバージョン 7.0.010以降では、VxRail初期ビルド中に IPアドレスを自動的に割り当てるか、各

ESXiホストに IPアドレスを手動で割り当てるかを選択できます。VxRailがバージョン 7.0.010より前の

場合は、VxRailによる自動割り当てのみを利用できます。  

自動割り当ての方法では、VxRail クラスターの初期ビルド用の IPアドレスは、指定した範囲でシーケン

シャルな順序で割り当てられた、連続したアドレスである必要があります。IPアドレス範囲は、VxRail ク

ラスター用に計画している ESXiホストの数に対応できるだけの大きさにする必要があります。拡張を計

画している場合は、より大きな IPアドレス範囲を指定してカバーできます。  

IPアドレスの自動割り当ての方法を使用する場合は、IPアドレスの範囲を記録します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓53～54行目 

vSphere vMotion の開始 IP アドレスと終了 IP アドレスを入力し

ます。 

ネットワーク構成テーブル 

✓55～58行目 
vSphere vMotionの IPアドレスを入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓59行目 
vMotion のサブネット マスクを入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓60行目 
vMotionのデフォルト ゲートウェイを入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓61～62行目 
vSANの開始 IPアドレスと終了 IPアドレスを入力します。 
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手動による割り当てを行う場合、IPアドレスを記録します。 

vSANネットワークのサブネット マスクを入力します。 

VxRailログ ソリューションの決定 

独自のサード パーティー製 Syslogサーバーを使用するか、VxRailに同梱の vRealize Log Insightソ

リューションを使用するか、またはログを記録しないかを決定します。vRealize Log Insightのオプション

は、次の場合にのみ選択できます。 

• VxRailに同梱の vCenter インスタンスを VxRail クラスターに導入します。 

• バージョン 7.0.010以前の VxRail クラスターを導入予定です。 

お客様提供の vCenter Serverを使用する場合は、独自のサード パーティー製 Syslogサーバーを使

用するか、ログを記録しないかのどちらかを選択できます。vRealize Log Insightのオプションを選択する

場合は、Log Insightに割り当てられる IPアドレスが VxRail管理ネットワークと同じサブネット上にある

必要があります。 

ネットワーク構成テーブル 

✓69行目または 70行目 

vRealize Log Insightの IPアドレス、または既存のサード パー

ティー製 Syslogサーバーのホスト名を入力します。ログを記録

しない場合は空白のままにします。 

VxRail管理用のパスワードの割り当て 

VxRail管理エコシステムのメンバー アカウントにパスワードを割り当てる必要があります。「付録 B：

VxRailのパスワード」テーブルを参照して、パスワードのワークシートとしてご使用ください。 

注：デル・テクノロジーズのサービス担当者は、この表に記載された VxRailアカウントのパスワードを必要としま

す。セキュリティ上の理由で、パスワードを文書に記入する代わりに、VxRail初期化プロセス中に入力することもで

きます。 

• ESXiホストの場合、パスワードは「root」アカウントに割り当てる必要があります。ESXiホストごと

に 1つのパスワードを使用することも、すべてのホストに同じパスワードを適用することもできます。  

• VxRail Managerの場合、パスワードは「root」アカウントに割り当てる必要があります[1行目]。

この認証情報は、コンソールにアクセスするために使用します。 

• VxRail Managerのウェブ インターフェイスにアクセスするには、「administrator@<SSO 

Domain>」の認証情報を使用します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓63～66行目 
vSANの IPアドレスを入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓67行目 
vSANのサブネット マスクを入力します。 
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▪ VxRail vCenter Server を導入する場合、VxRail Manager と vCenterは同じデフォル

トの管理者ログイン「administrator@vsphere.local」を共有します。使用するパスワードを

入力します[2行目]。 

▪ お客様提供の vCenter Serverを使用する場合、VxRail Managerはお客様提供の

vCenter Serverへのアクセスに使用するのと同じ「administrator@<SSO Domain>」の

ログイン認証情報を使用します。 

• VxRail vCenter Server を導入する場合、次を行います。 

▪ VxRail vCenter Serverの「root」パスワードを入力します[3行目]。 

▪ VxRail vCenter Serverの「management」パスワードを入力します[4行目]。 

▪ Platform Services Controllerが導入されます。Platform Services Controllerの

「root」パスワードを入力します[5行目]。 

• vRealize Log Insightを導入する場合、次を行います。 

▪ 「root」のパスワードを入力します[6行目]。 

▪ 「admin」のパスワードを入力します[7行目]。 

パスワードは VMware vSphereの複雑性ルールに従う必要があります。パスワードは 8～20文字で、

小文字、大文字、数字、特殊文字をそれぞれ 1つ以上含める必要があります。パスワード要件の詳細

については、「vSphere password」および「vCenter Server password」のドキュメントを参照してくだ

さい。 

Dell EMC SmartFabricサービスの有効化の準備 

注：Dell EMC SmartFabricサービスを有効にして、スイッチ構成のコントロールを VxRailに渡す計画がない場

合は、このセクションをスキップします。 

SmartFabricサービスを使用して有効化されたネットワーク インフラストラクチャ上の VxRail クラスターの

導入と運用に関する計画と準備タスクは、VxRail クラスターを標準的なデータ センター ネットワークに接

続することとは異なります。このセクションでは、SmartFabricサービスを使用したネットワーク インフラスト

ラクチャの初期構築に必要な基本設定について説明します。  

SmartFabricサービスに対して認定されている Dell Ethernetスイッチで SmartFabricパーソナリティを

有効にすると、同じ SmartFabricパーソナリティを使用して接続している他のスイッチを検出するプロセス

が開始され、ユニファイド スイッチ ファブリックを形成します。スイッチ ファブリックは、1つのラック内にある 2

つのリーフ スイッチの小さなものから始め、拡張されたラック中の接続されたスパイン スイッチおよび接続さ

れたリーフ スイッチ上で SmartFabricパーソナリティを有効化することで自動的に拡張できます。 

電源をオンにしたときに、Dell Ethernetスイッチと VxRail ノードの両方が、この同じ内部検出ネットワー

ク上で自身をアドバタイズします。SmartFabric を有効化したネットワークでは、スイッチ ファブリック上に

「タグなし」の仮想ネットワークも構成され、VxRail Managerにアクセスするためのジャンプ ポートを介し

てクライアントのオンボーディングを有効にし、クラスターを実装します。VxRail Managerによる VxRail

の初期設定時に、必要な VxRailネットワークがスイッチ ファブリックで自動的に構成されます。 

• VxRailでは、SmartFabricパーソナリティを使用して有効化されている各スイッチの帯域外管理

へのネットワーク接続が必要です。各スイッチに IPアドレスの予約が必要です。  

• 帯域外ネットワークを介したスイッチ管理への接続をサポートするには、SmartFabric外の個別

の Ethernetスイッチが必要です。 

https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.security.doc/GUID-DC96FFDB-F5F2-43EC-8C73-05ACDAE6BE43.html
https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.security.doc/GUID-4BDBF79A-6C16-43B0-B0B1-637BF5516112.html
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• この同じ個別の管理スイッチ上の各 VxRail ノードへの iDRAC接続用に、IPアドレスを予約す

ることをお勧めします。 

   

図 40： 1階層および 2階層の SmartFabric導入の論理ネットワーク 

VxRail クラスターを構築した後、自動スイッチ管理をサポートするには、Dell EMC Open 

Management Network Interface（OMNI）プラグインを vCenter インスタンスに導入する必要があ

ります。Dell EMCスイッチ ファブリックのペアごとに Dell EMC OMNI vCenterプラグインが必要で、導

入プロセス中にネットワーク プロパティを設定する必要があります。 

ネットワーク構成テーブル 

✓71、72行目 

SmartFabricが有効化されたネットワーク内の各スイッチの帯域外管

理用に IPアドレスを予約します。  

ネットワーク構成テーブル 

✓73行目 
Dell EMC OMNI vCenter プラグインの IPアドレスを入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓74行目 
Dell EMC OMNI vCenterプラグインのサブネット マスクを入力します。 

ネットワーク構成テーブル 

✓75行目 
Dell EMC OMNI vCenter プラグインのゲートウェイを入力します。 

 

SmartFabricが有効化されたネットワークの計画および準備フェーズで必要な設定の詳細については、

Dell Technologies VxRail Technical Guidesのサイトで「SmartFabricを使用した Dell EMC 

VxRail™ネットワーク サービスの計画および準備ガイド」を参照してください。 

 

 

https://infohub.delltechnologies.com/t/guides-50/
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第 7 章 VxRailのネットワークの構成 

この章は、次のトピックで構成されています。 

はじめに .................................................................................................................. 72 

VxRail接続用のネットワーク スイッチの設定 ............................................................ 72 

VxRail接続用のアップストリーム ネットワークの設定 ................................................ 77 

データ センター ネットワークの確認 ........................................................................... 78 
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はじめに 

VxRailの初期化プロセスで検証をパスし、クラスターを構築するには、VxRail ノードに接続して電源をオ

ンにする前に、隣接するトップオブラック スイッチとアップストリーム ネットワークを構成する必要があります。  

このセクションでは、VxRail初期実装の準備のためにデータ センター ネットワークで実行する必要のある

タスクについて説明します。詳細については、「付録 C：VxRail設定チェックリスト」を参照してください。 

具体的なスイッチの設定およびパフォーマンスと可用性に関するベスト プラクティスについては、ベンダーの

マニュアルに従ってください。 

Dell EMC SmartFabricサービスを有効化して、TORスイッチ レイヤーに VxRail自動化を拡張する場合は、こ

のセクションをスキップできます。 

VxRail接続用のネットワーク スイッチの設定 

VxRailネットワークに必要な設定については、このセクションのステップに従ってください。 

注：マルチキャストの制限により自動検出を使用せず、クラスターのビルド操作でノード選択を手動で行う予定で

ある場合、このタスクはスキップできます。  

VxRail クラスターにはバックプレーンがないため、ノード間の通信はネットワーク スイッチを介して行われま

す。このデバイス検出のためのノード間の通信は、VMwareの Loudmouth機能を使用します。これは

RFCで認められた「ゼロ ネットワーク構成」プロトコルに基づいています。新しい VxRail ノードは、

VMware Loudmouthサービスを使用してネットワークで自身をアドバタイズし、Loudmouthサービスを

使用して VxRail Managerによって検出されます。  

VMwareの Loudmouthサービスは、VxRail内部管理ネットワークに必要なマルチキャストに依存して

います。VxRail ノードに接続するネットワーク スイッチ ポートでは、VxRail内部管理 VLANでのマルチ

キャスト トラフィックのパススルーが許可されている必要があります。マルチキャストは、ネットワーク全体で

はなく、VxRail ノードに接続されているポートでのみ必要です。   

VxRailが自動検出とデバイス管理のためにマルチキャストで作成するトラフィックは非常に少なく、さら

に、内部管理ネットワークのネットワーク トラフィックは、VLANによって制限されます。ご使用のスイッチで

サポートされている場合は、VLANでのMLDスヌーピングおよび MLD クエリアを有効にするかどうかを選

択できます。    

MLDスヌーピングを有効化した場合は、MLD クエリアを有効にする必要があります。MLDスヌーピング

を無効化した場合は、MLD クエリアを無効にする必要があります。 

初期バージョンの VxRailでは、vSAN VLANにはマルチキャストが必要でした。VxRailに接続された 1

つ以上のネットワーク スイッチが、vSAN VLANでのマルチキャスト トラフィックのパススルーを許可する必

要がありました。VxRailバージョン 4.5以降では、すべての vSAN トラフィックは、マルチキャストの代わり

にユニキャストを使用します。この変更により、ネットワーク構成の複雑さが軽減され、スイッチの構成が簡

素化されます。ユニキャストは、ほとんどのエンタープライズ向け Ethernetスイッチでデフォルトで有効に

なっている一般的なプロトコルです。 

マルチキャストを設定する必要がある場合は、vSANの VxRailマルチキャスト トラフィックは vSAN 

VLANあたりのブロードキャスト ドメインに制限されることに注意してください。管理トラフィックは標準であ

るため、ネットワーク オーバーヘッドに与える影響は最小限に抑えられます。IGMPスヌーピングおよび

VxRail内部管理
ネットワークのマルチ
キャストの設定 

VxRail vSANネッ
トワークのユニキャス
トの設定 
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IGMP クエリアを有効にすることにより、マルチキャスト トラフィックを制限することができます。お使いのス

イッチでこれらがサポートされ、この設定を使用している場合は、IGMPスヌーピングと IGMP クエリアの両

方を有効にすることをお勧めします。 

IGMPスヌーピング ソフトウェアは VLAN内の IGMPプロトコル メッセージを調べて、ホスト、またはこのト

ラフィックの受信に関与しているその他のデバイスに、どのインターフェイスが接続されているのかを検出しま

す。インターフェイス情報を使用することで、IGMPスヌーピングで複数アクセス LAN環境における帯域

幅の消費量を軽減し、VLAN全体のフラッディングを回避できます。IGMPスヌーピングはマルチキャスト

対応ルーターに接続されているポートをトラッキングし、IGMP メンバーシップのレポート転送を管理できる

ようにします。また、トポロジーの変更通知にも応答します。 

IGMP クエリアは IGMPグループ メンバーシップ クエリーを一定のインターバルで送信し、アクティブなメン

バーから IGMP メンバーシップ レポートを取得して、グループ メンバーシップ表に対する更新を許可しま

す。デフォルトでは、ほとんどのスイッチで IGMPスヌーピングが有効化され、IGMP クエリアは無効化され

ています。これが該当する場合は、設定を変更する必要があります。 

IGMPスヌーピングが有効化されている場合は、IGMP クエリアを有効にする必要があります。IGMPス

ヌーピングが無効化されている場合は、IGMP クエリアを無効にする必要があります。 

導入されている VxRailのバージョンとクラスターのタイプに応じて、スイッチ上で VLANを設定します。

VLANは後のタスクで、スイッチ ポートに割り当てられます。 

バージョン 4.7以降を使用する VxRail クラスターの場合 

• VxRail外部管理 VLAN（デフォルトはタグなし/ネイティブ）。  

• VxRail内部管理 VLAN ‒ ノード検出を有効にする場合は、この VLANでマルチキャストが有

効化されていることを確認します。 

バージョン 4.7より前を使用する VxRail クラスターの場合 

• VxRail管理 VLAN（デフォルトはタグなし/ネイティブ） ‒ この VLANでマルチキャストが有効化

されていることを確認します。 

すべての VxRail クラスター 

• vSAN VLAN ‒ ユニキャストが有効化されていることを確認します。 

• vSphere vMotion VLAN 

• 仮想マシン ネットワーク VLAN（ゲスト仮想マシン トラフィック用に少なくとも 1つ必要） 

追加の VxRail Witness Traffic Separation VLANで、VxRailクラスターとWitness間のトラフィックを

管理します。これは VxRailの拡張クラスターまたは 2 ノード クラスターを導入する場合にのみ必要です。 

VxRailネットワーク
の VLANの設定 
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図 41： VxRailの論理ネットワーク：バージョン 4.7以降 

 

図 42： VxRailの論理ネットワーク：Witnessのある 2 ノード クラスター 
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「VxRailネットワーク構成テーブル」を使用して、次のステップを実行します。 

1. スイッチ上の外部管理 VLAN（1行目）を設定します。「Native VLAN」と入力した場合

は、タグなしのトラフィックを受け入れるようにスイッチ ポートを設定し、ネイティブの管理 VLAN 

IDにタグ付けします。タグなしの管理トラフィックは、VxRailでのデフォルトの管理 VLAN設定

です。  

2. VxRailバージョン 4.7以降では、スイッチで内部管理 VLAN（2行目）を構成します。  

3. 内部管理ネットワークでマルチキャストを許可します。  

4. スイッチで vSphere vMotion VLAN（3行目）を構成します。  

5. スイッチで vSAN VLAN（4行目）を構成します。バージョン 4.5以降を使用して構築され

た VxRail クラスターにはユニキャストが必要です。 

6. スイッチで仮想マシン ネットワーク用の VLAN（6行目）を構成します。これらのネットワーク

は、クラスターの初期ビルドが完了した後で追加できます。 

7. 必要に応じて、スイッチ ポートでオプションの VxRail Witness Traffic Separation VLAN

（70行目）を設定します。 

8. スイッチ アップリンクを構成して、外部管理 VLAN（1行目）と仮想マシン ネットワーク

VLAN（6行目）がパススルーできるようにし、任意で vSphere vMotion VLAN（3行

目）と vSAN VLAN（4行目）を構成します。VxRail クラスターに vSAN Witnessが必要

な場合は、アップリンクに VxRail Witness Traffic Separation VLAN（70行目）を含

めます。 

 

VxRail クラスターをサポートするために複数のトップオブラック スイッチを導入する場合は、スイッチ間でス

イッチ間リンクを構成します。すべての VLANが通過できるように、スイッチ間リンクを構成します。 

 

スイッチ ポートのモードの決定 

VxRail論理ネットワークの計画と、VLANを VxRailネットワーク トラフィックのセグメントに使用するかど

うかに基づいて、スイッチにポートのモードを設定します。スイッチ上のポートは、次のいずれかのモードで動

作します。  

• アクセス モード – ポートはタグなしのパケットのみを受け入れ、そのポート上のすべての VLANに

配信します。これは通常、すべてのポートのデフォルト モードです。このモードは、サポートする

VxRail クラスターのテスト環境または一時的な使用のためにのみ使用する必要があります。 

• トランク モード – このポートでタグ付けされたパケットを受信すると、タグで指定された VLANにパ

ケットを渡します。トランク ポートでのタグなしパケットの受け入れを構成するには、最初に 1つの

VLANを「Native VLAN」として構成する必要があります。「Native VLAN」は、タグなしのすべ

てのトラフィックの VLAN として使用する VLANを 1つ構成する場合に使用します。 

• タグ付きアクセス モード – ポートはタグ付けされたパケットのみを受け入れます。 

VxRailネットワークをサポートするスイッチ ポートでのリンク統合の無効化 

リンク統合は、ノード上の VxRailバージョンが 7.0.130である場合、また、ガイドに従い、適切なリンク統

合設定を使用して外部の vCenterに仮想分散スイッチを導入している場合にのみ、VxRailの初期実

装プロセスでサポートされます。これらの条件のいずれかが適用されない場合は、VxRail ノードのポート

に接続されているすべてのスイッチ ポート上で、LACPや EtherChannelなどプロトコルを含むリンク統

合を初期実装前に有効にしないでください。 

スイッチ間リンクの
構成  

スイッチ ポートの 

構成  
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VxRailの初期ビルド プロセス中に、各ノードで 2つまたは 4つのポートが選択され、VxRail管理ネット

ワークとその時点で構成されているゲスト ネットワークをサポートします。VxRail初期ビルド プロセスによっ

てクラスター上に仮想分散スイッチが構成され、次に各 VxRail管理ネットワークに対して、その仮想分

散スイッチ上でポート グループが構成されます。  

 

図 43： 非 VxRailネットワーク トラフィック用に設定された未使用の VxRail ノード ポート 

初期実装プロセスが完了すると、VxRail ネットワークでのリンク統合の構成の説明に従い、運

用中の VxRail クラスターでリンク統合を構成できます。VxRailネットワーク トラフィック用に設定されてい

ない VxRail ノード上のスペア ネットワーク ポートを他のユース ケースに使用する必要がある場合は、そ

のネットワーク トラフィックをサポートするようにリンク統合を構成できます。そうしたポートには、NDC上の

未使用ポート、またはオプションの PCIeアダプター カードも含まれます。VxRailの初期ビルド中に導入

された仮想分散スイッチの構成を、新しいネットワークをサポートできるように更新するか、新しい仮想分

散スイッチを構成することもできます。初期の仮想分散スイッチは VxRailによって管理、制御されている

ため、このようなネットワークのユース ケースをサポートするには、vCenter インスタンスに別の仮想分散ス

イッチを構成することをお勧めします。  

VxRailスイッチ ポートでのスパニング ツリー プロトコルの制限 

ネットワーク トラフィックは、物理スイッチ ポートと VxRail ノード間を障害なく通過できるようにする必要が

あります。特定のスパニング ツリー状態では、ネットワーク トラフィックを制限し、ポートに予期しないタイム

アウト モードが強制されることがあります。スパニング ツリーによって発生するこうした状況によって、

VxRailの通常のオペレーションが中断してパフォーマンスに影響する可能性があります。 

ネットワークでスパニング ツリーが有効化されている場合は、VxRail ノードに接続されている物理スイッチ 

ポートを「Portfast」などの設定で構成するか、エッジ ポートとして設定するようにします。これらの設定に

より、ポートがフォワーディング状態に設定されるため、中断が発生しません。vSphereの仮想スイッチで

は STPがサポートされないため、スパニング ツリーを有効にして物理スイッチ ネットワーク内でループを回

避する場合は、ESXiホストに接続する物理スイッチ ポートで「Portfast」などの設定を構成する必要が

あります。 

フロー制御の有効化 

ネットワークが不安定であったり混雑状態が起きたりすると VxRailのパフォーマンスが下がり、vSANの

I/Oデータストア操作に悪影響を及ぼします。VxRailでは、スイッチでフロー制御を有効化して、混雑し

たネットワークでの信頼性を確保することを推奨します。フロー制御は、データ転送速度を管理するのに
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役立つスイッチ機能で、バッファー オーバーランを回避できます。混雑状態が起きているか帯域幅の消費

量が多いときに、受信ネットワークは一定時間、送信元ネットワークにポーズ フレームを送信して転送速

度を遅くし、バッファー オーバーランを回避します。混雑したネットワークにフロー制御がないとエラー率が増

加し、エラー リカバリーにネットワーク帯域幅を強制的に消費する可能性があります。フロー制御の設定

は、ネットワークの条件に応じて調整できますが、VxRailではフロー制御を「受信オン」と「転送オフ」にす

ることをお勧めします。  

スイッチ上のポート設定 

スイッチの基本設定が完了し、次のステップはスイッチ ポートです。VxRail ノードに接続する予定のスイッ

チ ポートごとに、次のステップを実行します。 

1. ジャンボ フレームを使用する場合は、MTUサイズを設定します。 

2. ポートを適切な速度に設定するか、自動ネゴシエートによる速度に設定します。 

3. スパニング ツリー モードを設定して、ブロッキング状態への移行を無効にします。これにより、タイ

ムアウト状態が発生する可能性があります。 

4. フロー制御受信モードを有効化して、フロー制御転送モードを無効にします。   

5. スイッチ ポートで外部管理 VLAN（1行目）を設定します。「Native VLAN」と入力した場

合は、タグなしのトラフィックを受け入れるようにスイッチ ポートを設定し、ネイティブの管理

VLAN IDにタグ付けします。タグなしの管理トラフィックは、VxRailでのデフォルトの管理

VLAN設定です。  

6. VxRailバージョン 4.7以降では、スイッチ ポート上の内部管理 VLAN（2行目）を設定し

ます。  

7. 必要に応じて、VxRailスイッチ ポートのマルチキャストを許可して、内部管理ネットワークをサ

ポートします。  

8. スイッチ ポートで vSphere vMotion VLAN（3行目）を構成します。  

9. スイッチ ポートで vSAN VLAN（4行目）を設定します。この VLANでのユニキャスト トラ

フィックを許可します。 

10. スイッチ ポートで仮想マシン ネットワーク用の VLAN（6行目）を構成します。 

11. 必要に応じて、スイッチ ポートでオプションの VxRail Witness Traffic Separation VLAN

（70行目）を設定します。 

VxRail接続用のアップストリーム ネットワークの設定 

VxRail クラスターからのアップストリーム ネットワークは、外部アクセスを必要とする VxRailネットワークへ

の通過を許可するように構成する必要があります。「付録 A：VxRailネットワーク構成テーブル」を参照

して、必要な外部管理 VLAN（1行目）と任意の仮想マシン ネットワーク VLAN（6行目）にアッ

プストリームへの経路を設定します。VxRail クラスターに vSAN Witnessが必要な場合は、アップスト

リームへの経路用に VxRail Witness Traffic Separation VLAN（70行目）を含めます。

VxRail内部管理 VLAN（2行目）は、アウトバウンドのアップストリーム経路からブロックする必要があ

ります。 

必要に応じて、vSphere vMotion VLAN（3行目）と vSAN VLAN（4行目）をアップストリーム

への経路用に構成できます。1台のラックを超えて VxRail クラスターを拡張する場合は、VxRailネット
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ワーク VLANを、ラック間にまたがる拡張レイヤー2ネットワークに対して構成するか、新しいサブネットが

拡張ラックに割り当てられる場合は、アップストリームをルーティング サービスに渡すように構成します。 

 

図 44： アップストリームの要素を含む論理ネットワーク 

レイヤー2/レイヤー3の境界が最も低いネットワーク階層（トップオブラック スイッチ）にある場合は、次の

タスクを実行します。 

• 隣接するアップストリーム スイッチを使用してポイントツーポイント リンクを構成します。 

• アップストリーム アクセスを必要とする VLANをトップオブラック スイッチ上で終了します。 

• アップストリームへの経路を必要とする VxRailネットワークにルーティング サービスを有効化および

構成します。 

レイヤー2/レイヤー3の境界が最も低いネットワーク階層（トップオブラック スイッチ）のアップストリームに

ある場合は、次のタスクを実行します。 

• 隣接するアップストリーム スイッチのポートを、トップオブラック スイッチのアップリンクに接続します。 

• 隣接するアップストリーム スイッチとトップオブラック スイッチ上のポートの論理ペアを構成します。 

• 一般に「ポート チャネル」または「EtherChannels」と呼ばれる論理ポートのペアを構成して、外

部 VxRailネットワークのアップストリームへの経路を許可します。 

データ センター ネットワークの確認 

スイッチの構成が完了すると、スイッチ ポートと VxRail ノードのポートとの間に、障害物のないネットワーク 

パスができます。VxRail管理ネットワークおよび仮想マシン ネットワークは、ご使用のデータ センターの

ネットワークまで障害のない経路を確保できるはずです。VxRail クラスターを形成する前に、VxRail初

期化プロセスでは次のようないくつかの検証ステップを実行します。 

• スイッチとデータ センター環境のサポート性の確認 

• VxRail論理ネットワークの経路の確認 
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• 必要なデータ センター アプリケーションのアクセス性の確認 

• 計画されている VxRail実装との互換性の確認 

データ センター環境とネットワーク構成にエラーがあると、検証に失敗し、VxRail クラスターは形成されま

せん。検証に失敗した場合は、データ センターの設定とスイッチの構成をトラブルシューティングして報告

された問題を解決する必要があります。 

スイッチのベンダーの指示に従って、スイッチの設定を確認します。 

1. デフォルトでは、外部管理トラフィックはネイティブの VLANでタグ付けされません。タグ付けされた

VLANを使用する場合は、新しい VLANを使用してスイッチをカスタマイズする必要があります。 

2. 内部のデバイス検出ネットワーク トラフィックには、デフォルトの 3939の VLANが使用されま

す。これを変更した場合は、すべての ESXiホストを新しい VLANを使用してカスタマイズする

必要があります。そうしないとデバイスの検出は機能しません。 

3. VxRail ノードに接続されるスイッチ ポートで、すべての VxRailネットワーク VLANの経路が許

可されていることを確認します。 

4. スイッチのアップリンクで、外部 VxRailネットワークへの経路が許可されていることを確認します。 

5. 2台以上のスイッチがある場合、その間でスイッチ間リンクが構成され、VxRailネットワーク

VLANの経路がサポートされていることを確認します。 

VxRail用に計画されたスイッチと残りのデータ センター ネットワークの間にファイアウォールを設置した場

合は、VxRailネットワーク トラフィックのために必要なファイアウォール ポートが開いていることを確認してく

ださい。 

1. VxRailが DNSサーバーと通信できることを確認します。 

2. VxRailが NTPサーバーと通信できることを確認します。 

3. IT管理者が VxRail管理システムと通信できることを確認します。 

4. お客様提供の vCenterを使用する場合は、vCenter インスタンスと VxRailの管理対象ホス

ト間でオープンに通信できることを確認します。 

5. Log Insightではなくサード パーティー製の Syslogサーバーを使用する場合は、Syslogサー

バーと VxRail管理コンポーネントの間でオープンな通信が確立されていることを確認します。 

6. ESXiホスト管理（iDRAC）用に個別のネットワークを導入する場合は、IT管理者が

iDRACネットワークと通信できることを確認します。 

7. VxRail クラスターに導入されている SRS-VEではなく、データ センターで外部の Secure 

Remote Services（SRS）ゲートウェイを使用する場合は、VxRail管理と SRSゲートウェ

イ間でオープンに通信できることを確認します。  

VxRailポート要件の詳細については「付録 D：VxRailオープン ポートの要件」を参照してください。 

データ センター環境の確認 

1. VxRail管理コンポーネント用に予約されている IPアドレスに対して pingを実行できないことを

確認します。 

2. DNSサーバーが VxRail外部管理ネットワークからアクセス可能であることを確認します。 

ファイアウォール設
定の確認 
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3. VxRail管理コンポーネントに前方ルックアップおよび逆引きルックアップの DNSエントリーがある

ことを確認します。  

4. 管理ゲートウェイの IPアドレスがアクセス可能であることを確認します。 

5. デフォルトの TCP-IPスタックではなく、vMotionの TCP-IPスタックを使用する場合は、

vMotionゲートウェイの IPアドレスがアクセス可能であることを確認します。 

6. NTPサーバーまたはサード パーティー製 Syslogサーバーを構成している場合は、構成済みの

VxRail外部管理ネットワークからアクセス可能であることを確認します。 

7. お客様提供の vCenterを使用する場合は、VxRail外部管理ネットワークからアクセス可能で

あることを確認します。 

8. vSANを監視するためにリモート サイトにWitnessを導入し、Witness トラフィックの分離を有

効にすることを計画している場合は、Witness とこのネットワークの間にルーティング可能なパス

があることを確認します。 

9. VxRail ノードを複数のラックに設置し、VxRailネットワークを ToRスイッチで終了する場合

は、VxRailネットワークに対してルーティング サービスがアップストリームで構成されていることを

確認します。 
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はじめに 

このセクションで説明されるステップは、デル・テクノロジーズのプロフェッショナル サービスによって実行されま

す。ここでは、デリバリー契約中に実施する活動がどのようなものか説明します。 

VxRail初期化用のワークステーション/ノートパソコンの設定 

初期化プロセスを実行するには、Webブラウザーで VxRailのユーザー インターフェイスにアクセスするた

めのワークステーション/ノートパソコンが必要です。このワークステーション/ノートパソコンは、トップオブラック 

スイッチに接続するか、ネットワークの別の場所、たとえばジャンプ サーバー（ジャンプ サーバーについての

説明）から VxRail外部管理 VLANに論理的にアクセスできる必要があります。VxRailの初期化処

理が完了すると、スイッチ ポートまたはジャンプ ホストは VxRailの管理に不要となります。 

注：ワークステーションまたはノートパソコンを VxRailサーバー ノードに直接接続して、VxRail管理インターフェイ

スから初期化しようとしないでください。ワークステーション/ノートパソコンはネットワークまたはスイッチに接続して、必

要なネットワークにアクセスするように論理的に構成する必要があります。 

VxRail管理インターフェイスにアクセスするには、サポート対象のWebブラウザーが必要です。最新バー

ジョンの Firefox、Chrome、Internet Explorer 10以降がすべてサポートされています。Internet 

Explorer 10以降を使用していて、管理者がすべての内部Webサイト（ローカルWebアドレス）に

対してブラウザーを「互換モード」に設定している場合、VxRailの警告メッセージが表示されます。  

VxRail管理インターフェイスにアクセスして初期化を実行するには、一時的な事前構成済みの VxRail

初期 IPアドレス（192.168.10.200/24）を使用する必要があります。この IPアドレスは VxRail初期

化中にご希望の永続アドレスに自動的に変更され、クラスター形成時に VxRail Managerに割り当て

られます。 

構成例 

VxRail ワークステーション/ノートパソコン 

IP アドレス/ネットマスク IPアドレス サブネット マスク Gateway 

初期（一時） 192.168.10.200/24 192.168.10.150 255.255.255.0 192.168.10.254 

構成後 

（永続的） 
10.10.10.100/24 10.10.10.150 255.255.255.0 10.10.10.254 

 

ワークステーション/ノートパソコンは、一時 VxRail初期 IPアドレスと永続 VxRail Manager IPアドレス

（「付録 A：VxRailネットワーク構成テーブル」の 26行目）の両方にアクセスできる必要があります。

VxRailの初期化プロセス中に、新しい IPアドレスにアクセスするにはワークステーション/ノートパソコンの

ネットワーク設定の再構成が必要な場合があることが通知されます。 

ワークステーション/ノートパソコンまたはジャンプ サーバーに、同じネットワーク ポートで 2つの IPアドレスを

割り当てることをお勧めします。このようにすることで、より円滑に作業が行えます。ワークステーション/ノー

トパソコンに応じて、いくつかの方法でこれを実装できます（デュアルホーミングやマルチホーミングなど）。

それ以外の場合は、指示されたときにワークステーション/ノートパソコンの IPアドレスを変更し、VxRail 

Managerに戻って初期化プロセスを続行します。 

https://en.wikipedia.org/wiki/Jump_server
https://en.wikipedia.org/wiki/Jump_server
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VxRail初期 IPアドレスにアクセスできない場合、デル・テクノロジーズのサポート チームは、初期化前に

VxRail Managerでカスタム IPアドレス、サブネット マスク、ゲートウェイを設定できます。 

注：VxRail管理ネットワークで、デフォルトの「ネイティブ VLAN」でなくカスタム VLAN IDを使用する場合は、

ワークステーション/ノートパソコンもこの VLANにアクセスできることを確認してください。 

初期化を実行して VxRailクラスターを作成 

このドキュメントに記載されているすべてのステップを正常に完了した場合は、最終フェーズ（ワークステー

ション/ノートパソコンをスイッチ ポートに接続して、VxRail初期化を実行）に進むことができます。これら

のステップはデル・テクノロジーズのサービス担当者が実行します。この説明は、プロセス全体をお客様に

理解していただくために記載しています。 

デル・テクノロジーズのサービス担当者はお客様から連絡を受けると、現場に向かう前に「付録 A：

VxRailネットワーク構成テーブル」に記載されている情報をお客様に確認して記録し、「付録 C：

VxRail設定チェックリスト」を確認します。 

ステップ 1. デル・テクノロジーズのサービス担当者はお客様から連絡を受けると、現場に向かう前に

「付録A：VxRailネットワーク構成テーブル」に記載されている情報をお客様に確認して

記録し、「付録C：VxRail設定チェックリスト」を確認します。 

ステップ 2. VxRail導入計画で、リモート データ センターにWitnessが必要な場合、Witness仮想ア

プライアンスを導入します。 

ステップ 3. 導入計画に、VxRailクラスターをサポートするDell Ethernetスイッチの購入とスイッチのイ

ンストールおよび構成を行うとプロフェッショナル サービスが含まれる場合、その作業は

VxRail導入作業の開始前に実行されます。 

ステップ 4. データ センター内の1つまたは複数のラックにVxRailノードをインストールします。Dellのプロ

フェッショナル サービスがスイッチを設置しない場合は、VxRailクラスターをサポートするネッ

トワーク スイッチを同じラックに設置すると管理が容易になります。 

ステップ 5. VxRailノードのポートと、VxRailネットワーク トラフィックをサポートするように構成されたス

イッチ ポートの間にEthernetケーブルを接続します。 

ステップ 6. 初期ノードの電源をオンにして、最初のVxRailクラスターを形成します。最初の3つか4つ

のノードを使用しているVxRailクラスターの形成が完了するまで、他のVxRailノードの電

源をオンにしないでください。  

ステップ 7. VxRail初期化用に設定されたワークステーション/ノートパソコンを接続して、選択した

VLAN上のVxRail外部管理ネットワークにアクセスします。このワークステーション/ノートパ

ソコンは、スイッチに接続するか、ネットワークの別の場所からVxRail外部管理VLANに論

理的にアクセスできる必要があります。  

ステップ 8. VxRailの初期IPアドレスをブラウザーで開いて、VxRail初期化プロセスを開始します。 

ステップ 9. デル・テクノロジーズのサービス担当者は、メニューの入力画面に、計画および設計プロセ

スの間にお客様から収集したデータを入力します。  
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ステップ 10. Dell EMC SmartFabricサービス有効にしているお客様の場合、入力画面に入力した

情報を使用して、VxRailノードに接続されているスイッチが自動的に設定されます。 

ステップ 11. メニューに入力された情報を使用して、VxRailが検証プロセスを実行します。 

ステップ 12. 検証が正常に完了すると、初期化プロセスによって新しいVxRailクラスターのビルドが開

始されます。 

ステップ 13. VxRail Managerの新しい永続IPアドレスが表示されます。 

▪ 一時 VxRail IPアドレスおよび新しい永続 IPアドレスの両方に接続できるように

ワークステーション/ノートパソコンを設定している場合、ブラウザー セッションによって

自動的に切り替えられます。切り替えられない場合、ワークステーション/ノートパソコ

ンの IPアドレス設定を手動で変更し、VxRailの新しい IPアドレスと同じサブネット

にする必要があります。 

▪ 構成した新しい IPアドレスにワークステーション/ノートパソコンが接続できない場合、

メッセージが表示されるため、ネットワークを修復してから再試行します。20分経過

しても新しい IPアドレスに接続できない場合、VxRailは未構成の状態に戻り、

ユーザーは VxRailの一時 IPアドレスで構成を再入力する必要があります。 

▪ ビルド プロセスが開始された後でブラウザーを閉じた場合は、VxRailの新しい永続

IPアドレスを参照する必要があります。 

ステップ 14. VxRailクラスターが構築されている間、進行状況が表示されます。このプロセスには約25

～40分かかります。 

ステップ 15. Hooray!（おめでとうございます）画面が表示されたら、VxRailの初期化は完了し、

新しいVxRailクラスターが構築されています。［VxRailの管理］ボタンをクリックして

VxRail管理に進みます。将来の使用に備えて、ブラウザ内でこの IP アドレスのブックマー

クを設定しておきます。 

ステップ 16. VxRail Manager IPアドレス（14行目）、またはDNSサーバーで構成した完全修飾ド

メイン名（FQDN）（13行目）を使用してVxRail Managerに接続します。これによ

り、vCenterインスタンスにアクセスします。 
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はじめに 

このセクションでは、初期実装プロセスの完了時に、VxRail クラスター ネットワークで実行できるその他の

アクションについて説明します。各セクションでは、VxRail クラスターの運用を最適化するための特定の要

件とユース ケースを取り扱っています。  

初期実装フェーズの完了後に VxRailネットワークを変更する方法のオプションは、クラスターの VxRail

のバージョン、データ センター ネットワークの構成やサポートされている機能によって異なります。 

VxRailネットワークのチーミングとフェールオーバー ポリシーの構成  

VxRailバージョン 4.7.410以降では、VxRailネットワークのチーミングとフェールオーバー ポリシーをカス

タマイズできます。VxRailバージョン 7.0.010以降の場合、アップリンクのフェールオーバー設定をアクティ

ブ/アクティブ構成にカスタマイズすることもできます。 

チーミングとフェールオーバー ポリシーに関する決定は、隣接するトップオブラック スイッチの構成に依存し

ません。ロード バランシングは物理スイッチの設定に依存し、VxRailネットワークをサポートするアップリン

クにリンク統合を構成する必要があることに注意してください。トップオブラック スイッチのチーミングとフェー

ルオーバー ポリシーを更新すると、ロード バランシングのためにリンク統合を有効にすることなく、段階的に

改善できます。この方法とリンク統合を組み合わせることで、帯域幅の使用率を最適化することを検討し

てください。   

初期実装プロセス中に、VxRailは初期ビルド操作中の各 VxRailネットワークに、デフォルトのチーミング

とフェールオーバー ポリシーを適用します。  

• デフォルトのロード バランシング ポリシーは、すべての VxRailネットワーク トラフィックについて「発

信元の仮想ポートに基づくルート」です。このポリシーは、1つのアップリンクにネットワーク トラフィッ

クを送信します。アップリンク間でワークロードの共有を試みることはありません。 

• デフォルトのネットワーク障害検出の設定は、「リンク ステータスのみ」です。この設定は変更しない

でください。VMwareでは、「ビーコン調査」を正常に動作させるためにチーム内に 3つ以上の物

理 NICを設置することを推奨していますが、これは VxRailではサポートされていません。 

• ［スイッチに通知］の設定は［はい］に設定されています。これにより、隣接する物理スイッチに

フェールオーバーについて通知するよう、仮想分散スイッチに指示が出されます。 

• ［フェールバック］の設定は「はい」に設定されています。これにより、障害が発生したアダプター

は、リカバリーが完了して再びオンラインになった後、アップリンクがアクティブ/スタンバイ構成になっ

ている場合に、スタンバイ アダプターから引き継ぐよう指示を受けます。 

• アップリンクのフェールオーバーの順序は、ポート グループで構成された VxRailネットワークによって

異なります。初期実装時に VxRail クラスターをサポートするために選択されたポートが 2つまた

は 4つのどちらであるかに応じて、VxRailは各ポート グループにアップリンクを割り当てます。いず

れのポート グループも、1つのアップリンクは「アクティブ」モード、1つのアップリンクが「スタンバイ」

モードに割り当てられ、「未使用」としてマークされているアップリンクはいずれも、別のポート グルー

プの「アクティブ」または「スタンバイ」モードのいずれかになります。 
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図 45： 2つの VxRailポートを使用して構成された、vSANネットワークのデフォルトの VDSチーミングと

フェールオーバー ポリシー。 

バージョン 4.7.410以降を実行している VxRail クラスターでは、次のポート グループ ロード バランシング 

ポリシーがサポートされます。 

• 発信元の仮想ポートに基づくルート - 仮想スイッチが仮想マシンまたは VMkernelアダプターの

アップリンクを選択した後、常に同じアップリンクを介してトラフィックを転送します。このオプションで

は、使用可能な物理アップリンクに基づくシンプルな選択が実行されます。ただしこのポリシーで

は、ネットワーク トラフィックに基づくロード バランシングが試みられることはありません。   

• ソース MACハッシュに基づくルート - 仮想スイッチは仮想マシンの MACアドレスに基づいて仮想

マシンのアップリンクを選択します。この方法は発信元の仮想ポートを使用するよりも多くのリソー

スを必要としますが、より柔軟にアップリンクを選択できます。このポリシーでは、ネットワーク トラ

フィック分析に基づくロード バランシングが試みられることはありません。 

• 明示的なフェールオーバー順序の使用 - アクティブなアダプターからのフェールオーバー検出基準を

満たす、常に最上位のアップリンクを使用します。このオプションにより、実際にロード バランシング

が実行されることはありません。 

• 物理 NICの負荷に基づくルート - 仮想スイッチがネットワーク トラフィックを監視し、トラフィックを

別のアップリンクに移動することによって、過負荷のアップリンクの調整を試みます。このオプションで

は、ネットワーク トラフィックの追跡に追加のリソースが使用されます。 

VxRailは「IPハッシュに基づくルート」ポリシーをサポートしていません。スイッチ上の物理ポート アダプター

の論理リンク設定に依存関係があるためです。この設定にはリンク統合が必要であり、これは VxRail

バージョン 7.0.130で導入されます。  

VxRailバージョン 7.0.010以降では、VxRailネットワークをサポートする VDSポート グループのチーミ

ングとフェールオーバー ポリシーの「フェールオーバー順序」設定を変更できます。VxRail初期ビルド中に

各ポート グループが構成したアップリンクのデフォルトのフェールオーバー順序については、「デフォルトの

フェールオーバー順序ポリシー」を参照してください。VxRail初期ビルド中に構成され、VxRailネットワー

ク トラフィックをサポートするすべてのポート グループについて、「スタンバイ」モードのアップリンクを「アクティ

ブ」モードに移行して「アクティブ/アクティブ」構成を有効にできます。このアクションは、VxRail クラスターが

初期ビルド操作を完了した後に実行できます。  
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VxRailネットワーク トラフィックをサポートするポート グループで「未使用」として構成されたアップリンクを、

「アクティブ」モードまたは「スタンバイ」モードのいずれかに移行しても、アップリンクが自動的にアクティブ化

されたり、そのポート グループの帯域幅が増加したりすることはありません。帯域幅の最適化は、アップス

トリーム スイッチのロード バランシング設定に依存し、ネットワーク パフォーマンスを最適化するにはリンク

統合が必要です。 

  

図 46： 「アクティブ/アクティブ」に設定されたフェールオーバー順序設定の例 

VxRailネットワークの割り当てられていない物理ポートの使用 

バージョン 7.0.010より前の VxRailでは、追加の物理ネットワーク ポートとともにオーダーされた VxRail

ノードは、非 VxRailシステムのトラフィック用に設定できます。たとえば、フォールト トレランスなど

vSphereの特定の機能を有効化する場合は、この目的のためにノード ポートの追加を計画する必要

があります。  

VxRailバージョン 7.0.010以降では、オプションの PCIeアダプター カードのポートを設定して VxRail

ネットワーク トラフィックをサポートできます。VxRail クラスターをお客様提供の仮想分散スイッチに導入

する場合を除き、これは導入後のアクティビティとしてのみサポートされています。 

 

図 47： NDCポートおよびオプションの PCIeアダプター カードのポートのある VxRail ノード 

NDC と PCIe Ethernetポート全体でのネットワーク冗長性を有効にするには、VxRailネットワークを再

構成し、選択した VxRailネットワーク トラフィックを元の NDCベースのポートから PCIeベースのポート

に移行します。次の表では、サポートされている開始時と終了時のネットワーク再構成を示します。 
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開始時構成 終了時構成 

NDCポート 2個 NDCポート 1個と PCIeポート 1個 

NDCポート 2個 NDCポート 2個と PCIeポート 2個 

NDCポート 4個 NDCポート 2個と PCIeポート 2個 

NDCポート 4個 NDCポート 1個と PCIeポート 1個 

 

VxRailネットワークを NDCのみのポートから NDC と PCIeが混在するポートに移行する際には、次の

ルールが適用されます。 

• クラスターの VxRailのバージョンが 7.0.010以降。 

• VxRailネットワーク用に構成された最初のポート（一般的には「vmnic0」または「vmnic1」）

は、VxRail管理とノード検出のために予約されている必要があります。VxRail管理またはノード

検出はこの最初の予約済みポートから移行しないでください。 

• PCIeベースのポートへの接続を有効にするスイッチ ポートが正しく構成され、VxRailネットワーク 

トラフィックをサポートしています。 

• VxRailネットワーク トラフィックをサポートするすべてのネットワーク ポートが、同じ速度で動作して

いる必要があります。 

• ネットワークの再構成には 1対 1のスワップが必要です。たとえば、現在 2つの NDCポートで実

行されている VxRailネットワークは、1つの NDCポートと 1つの PCIeポートで実行されるよう

に再構成できます。 

注：これらの操作については、VMwareおよびデル・テクノロジーズが提供する公式な手順に従ってください。 

サポートされる操作は次のとおりです。 

• 新しい vSphere Standard Switch（VSS）を作成し、未使用のポートを VSSに接続する。  

• デフォルトの vSphere分散スイッチの新しいポート グループに未使用のポートを接続する。 

• 新しい vSphere分散スイッチ（VDS）を作成し、VxRail ノードを新しい VDSに追加して、未

使用のネットワーク ポートを VDSに接続する。  

• 新しい VMKernelアダプターを作成し、IPストレージと vSphereレプリケーションのサービスを有

効にする。 

• 新しい仮想マシン ネットワークを作成して新しいポート グループに割り当てる。 

次の操作は、バージョン 7.0.010より前の VxRailではサポートされていません。 

• VxRailシステム トラフィックをオプションのポートに移行または移動する。VxRailシステム トラ

フィックには、管理、vSAN、vCenter Server、vMotionのネットワークが含まれます。 

• VxRailシステム トラフィックを他のポート グループに移行する。 

• VxRailシステム トラフィックを別の VDSに移行する。 

注：サポートされていない操作を実行すると VxRail クラスターの安定性や動作に影響を与え、VxRail クラスター

に障害を引き起こす可能性があります。 
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VxRailネットワークでのリンク統合の構成 

VxRailバージョン 7.0.130以降では、クラスターの初期実装プロセスが完了した後に、お客様提供の

仮想分散スイッチおよび VxRailが提供する仮想分散スイッチのどちらもある VxRail非管理ネットワーク

で、NICチーミングを構成できます。NICチーミングを使用すると、リンク統合グループの形成を行うことが

できます。これは、VxRail ノード上の物理ポートのペアを表す論理ポートです。これらの論理ポートに接

続されているトップオブラック スイッチ ポートもリンク統合グループに構成されている場合、2つのリンク統

合グループ間のピアリングによってアクティブ/アクティブ ポート構成が有効化され、ロード バランシングがサ

ポートされることでネットワークを最適化できます。 

 

図 48： ロード バランシングのためのリンク統合の有効化 

リンク統合を有効にするには、次のルールが適用されます。  

• VxRailネットワークには、VxRail ノードあたり 4つ以上の Ethernetポートが必要です。 

▪ VxRail管理ネットワークをサポートするように構成された 2つのポート（管理

/vCenter/VxRail検出） 

▪ vSANおよび vMotionをサポートするように構成された 2つのポート。   

• すべて NDC ポート、すべて PCIe ポート、または NDC と PCIe ポートを混在させることができ

ます。 

▪ VxRailネットワークのすべてが NDCベースのポートにある場合は、非管理 VxRailネット

ワークを PCIeベースのポートに移行して、NIC冗長性を有効にできます。 

• リンク統合用に設定された VxRail ノードのポートはすべて、速度が同じである必要があります。 

• リンク統合は、非管理 VxRailネットワークでのみ構成できます。 

▪ vSANネットワーク上でのみロード バランシングを有効化する場合は、VxRail管理ネット

ワークをサポートするポートに vMotionネットワークを移行するオプションがあります。  

データ センター ネットワーク ポリシーと、トップオブラック スイッチでサポートされている機能に応じて、静的

LAGまたは動的 LAGのいずれかを構成してロード バランシングを行うことができます。  

静的 LAGには次が必要です。 

• 隣接するトップオブラック スイッチ ポートで構成される静的ポート チャネル 

• ポート グループのチーミング ポリシーが、「IPハッシュに基づくルート」に設定されている。これによ

り、各パケットの送信元および宛先の IPアドレスを使用してハッシュが計算されます。 

動的 LAGには次が必要です。 

• 隣接するトップオブラック スイッチ上に動的ポート チャネルが構成されている 
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• 隣接するトップオブラック スイッチでの LACPのサポート。スイッチで LACPがサポートされていな

い場合、静的 LAGのみが選択可能になります。 

• LACPポリシーが仮想分散スイッチで構成されている。 

▪ LACPポリシーのロード バランシング設定が、隣接するトップオブラック スイッチ上の、サポート

されているロード バランシング ハッシュ アルゴリズムと互換性がある。 

 

図 49： 仮想分散スイッチの LACPポリシー設定 

VxRailネットワークへの 2番目の VDS導入 

デフォルトの VxRail構成は、すべての VxRailネットワークに対し 1つの仮想分散スイッチです。VxRail

クラスターでの仮想分散スイッチの追加をサポートすると、ネットワークの区分化を有効にして会社または

組織のセキュリティ ポリシーに準拠するというユース ケースに対応できます。  

VxRail クラスターでバージョン 7.0.130以降を実行し、すべての VxRailネットワークに対して 1つの仮

想分散スイッチを使用してクラスターが実装されている場合、2つ目の仮想分散スイッチを導入して、選

択した VxRailネットワークを新しいスイッチに移行できます。  

  

図 50： 2番目の VDS導入によるネットワークの区分化のサポート 

元の仮想分散スイッチから新しい仮想分散スイッチにアップリンクを移行することもできます。NDCベース

と PCIeベースのどちらのポートもサポートするようになったため、仮想スイッチ レベルおよび Ethernetポー

ト レベルでネットワークを再構成して、管理と非管理の VxRailネットワーク トラフィックを分離できます。 
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実装後に 2つ目の仮想分散スイッチを導入する場合、次のルールが適用されます。 

• 7.0.130より前のバージョンを使用してクラスターが構築されている場合は、クラスターをバージョン

7.0.130以降にアップグレードします。 

• お客様提供の仮想分散スイッチおよび VxRail提供の仮想分散スイッチのいずれもサポートされ

ています。 

• 各仮想分散スイッチには、2つまたは 4つのアップリンクを割り当てることができます。 

• 各仮想分散スイッチに割り当てられるアップリンクの数を一致させる必要はありません。たとえば、

1つ目の仮想分散スイッチに 4つのアップリンクを割り当て、2つ目の仮想分散スイッチに 2つの

アップリンクを割り当てることができます。 

• VxRailネットワーク用に予約されているアップリンクの数を拡張できます。たとえば、当初、VxRail

ネットワーク用に予約された 2つのアップリンクを使用して 1つの仮想分散スイッチ上にクラスター

を構築したものの、ノードに未使用の Ethernetポートがある場合は、1つ目の仮想分散スイッチ

上に 2つのアップリンク、2つ目の仮想分散スイッチ上に 2つのアップリンクを使用して仮想ネット

ワークを再構成できます。 

 

 

 

 



 付録 

 

93 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

  

付録 
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付録 A：VxRailネットワーク構成テーブル 

デル・テクノロジーズのサービス担当者は、データ コレクション ワークブックを使用して、VxRail クラスターを

構築するのに必要な設定を取得します。ワークブックには、次の情報が含まれます。 

行 トピック Category 説明 

1 VxRailネット

ワーク 

外部管理  ネイティブの VLANでは、タグなしのトラフィックを推奨します。ホストがタグ付

きのフレームのみを送信するようにするには、DCUI を使用して各 ESXi™ホ

スト上の VLAN を手動で構成し、VxRailを導入する前に、お使いのスイッチ

上の管理 VLANのタグ付けを設定します。 

2 内部管理  このネットワーク トラフィックは、トップオブラック スイッチ上で分離されている必

要があります。デフォルトの VLAN IDは 3939です。  

3 vMotion  

4 vSAN  

5 ゲスト ネットワーク ネットワーク名 

6 VLAN 

7 VxRail管理 

 

サブネット マスク VxRail外部管理ネットワークのサブネット マスク 

8 デフォルト ゲートウェイ VxRail外部管理ネットワークのデフォルト ゲートウェイ 

9 システム ［Global 

Settings］ 

タイム ゾーン 

10 NTPサーバ 

11 DNSサーバー 

12 トップレベル ドメイン 

 

13 VxRail 
Manager 

Hostname  

14 IPアドレス  

15 ESXiのホスト名 VxRail自動割り当て

方法 

プレフィックス 

16 セパレータ 

17 連番 

18 Offset 

19 サフィックス 

20 お客様提供の方法  ESXiのホスト名 1 



 付録 

 

95 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

  

行 トピック Category 説明 

21 ESXiのホスト名 2 

22 ESXiのホスト名 3 

23 ESXiのホスト名 4 

24 ESXiの IPアド

レス 

VxRail自動割り当て

方法 

開始 IPアドレス 

25 終了 IPアドレス 

26 お客様提供の方法 ESXiの IPアドレス 1 

27 ESXiの IPアドレス 2 

28 ESXiの IPアドレス 3 

29 ESXiの IPアドレス 4 

30 vCenter VxRail vCenter 
Server 

vCenter Server のホスト名 

31 vCenter Server IP アドレス 

32 Platform Services Controllerのホスト名（該当する場合） 

33 Platform Services Controllerの IPアドレス（該当する場合） 

34 お客様提供の

vCenter Server 

Platform Services Controllerのホスト名（FQDN） 

（お客様提供の vCenter Serverに PSCが組み込まれている場合は空

白のままにします） 

35 vCenter Serverのホスト名（FQDN） 

36 vCenter Serverの SSO ドメイン 

37 管理者ユーザー名/パスワード、または新しく作成された VxRail非管理者

ユーザー名とパスワード 

38 新しい VxRail管理のユーザー名とパスワード 

39 vCenter Data Center名 

40 vCenter クラスター名 

41 仮想分散 

スイッチ 

お客様提供の VDS

ポート グループ 

VxRail外部管理ネットワークをサポートする VDSポート グループの名前 

42 VxRail vCenter Serverネットワークをサポートする VDSポート グループの

名前 

43 VxRail内部管理ネットワークをサポートする VDSポート グループの名前 

44 VxRail vMotionネットワークをサポートする VDSポート グループの名前 
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行 トピック Category 説明 

45 VxRail vSANネットワークをサポートする VDSポート グループの名前 

46 vMotion VxRail自動割り当て

方法 

IPプールの開始アドレス 

47 IPプールの終了アドレス 

48 お客様提供の方法 vMotionの IPアドレス 1 

49 vMotionの IPアドレス 2 

50 vMotionの IPアドレス 3 

51 vMotionの IPアドレス 4 

52 サブネット マスク  

53 Gateway Gateway（デフォルトまたは vMotion） 

54 vSAN VxRail自動割り当て

方法 

IPプールの開始アドレス 

55 IPプールの終了アドレス 

56 お客様提供の方法 vSANの IPアドレス 1 

57 vSANの IPアドレス 2 

58 vSANの IPアドレス 3 

59 vSANの IPアドレス 4 

60  サブネット マスク  

61 ログ VxRail内部 vRealize Log Insight™のホスト名 

62 vRealize Log Insightの IPアドレス 

63 VxRail外部 Syslogサーバー（Log Insightの代わり） 

 

64 SmartFabric スイッチの帯域外 

管理 

スイッチ 1の帯域外管理の IPアドレス 

65 スイッチ 2の帯域外管理の IPアドレス 

66 Dell EMC OMNIプ

ラグイン 

IPアドレス 

67 サブネット マスク 

68 Gateway 

69 Witnessサイト 管理 IPアドレス Witness管理ネットワークの IPアドレス 

70 vSANの IPアドレス Witness vSANネットワークの IPアドレス 
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行 トピック Category 説明 

71 Witness トラ

フィックの分離 

WTS VLAN 拡張クラスターまたは 2 ノード クラスターでWitness トラフィックの分離を有効

にするオプション 

72 2 ノード  

クラスター 

ノード 1 WTSの IP

アドレス 

Witnessにルーティング可能である必要があります  

73 ノード 2 WTSの IP

アドレス 

Witnessにルーティング可能である必要があります 
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付録 B：VxRailのパスワード 

項目 アカウント Password 

VxRail Manager root  

VxRail vCenter Server Administrator@<SSO Domain>  

root  

管理  

VxRail Platform Services Controller root  

vRealize Log Insight root  

管理者  

 

項目 アカウント Password 

ESXiホスト#1 root  

ESXiホスト#2 root  

ESXiホスト#3 root  

ESXiホスト#4 root  
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付録 C：VxRail設定チェックリスト 

物理ネットワーク 

VxRail クラスター：最初の 3（または 4）ノード クラスターを超えてノードの追加を計画するかどうかを決定します。VxRail クラスターには最

大 64のノードを作成できます。 

VxRailポート：VxRail ノードごとに設定するポートの数、ポートの種類、ネットワーク速度を決定します。 

ネットワーク スイッチ：お使いのスイッチが VxRailの要件をサポートしており、VxRailノード用に選択した接続性のオプションを提供していることを

確認します。ケーブルの要件を確認します。冗長性を確保するために、単一スイッチまたは複数スイッチのどちらの設定にするかを決定します。 

データ センター：VxRailに必要な外部アプリケーションにネットワーク経由でアクセス可能であること、正しく設定されていることを確認します。  

トポロジー：複数のラックに VxRailを導入する場合は、ラック間にネットワーク接続が設定されていることを確認します。計画されたネットワーク 

トポロジーのレイヤー2/レイヤー3の境界を決定します。 

ワークステーション/ノートパソコン：VxRailのユーザー インターフェイスにアクセスするための任意のオペレーティング システムとブラウザー。最新

バージョンの Firefox、Chrome、Internet Explorer 10以降がすべてサポートされています。 

帯域外管理（オプション）：VxRail ノードごとに 1 Gbをサポートする使用可能なポート 1個。 

論理ネットワーク 

VLANの予約 ✓ VxRail、vCenter Server、ESXiからのトラフィック用に外部管理 VLAN x 1  

✓ 自動検出とデバイス管理用にマルチキャストを使用する内部管理 VLAN x 1デフォルトは 3939

です。 

✓ vSANのトラフィック用にユニキャスト（VxRail v4.5.0以降）またはマルチキャスト（v4.5.0より

前）を使用する VLAN x 1 

✓ vSphere vMotion用 VLAN x 1 

✓ 仮想マシン ゲスト ネットワーク用の VLANを 1つ以上 

✓ Witness トラフィックの分離を有効にする場合は、VxRail Witness トラフィック分離ネットワーク用

に予約された VLAN x 1 

システム ✓ タイム ゾーンを選択します。 

✓ トップレベル ドメインを選択します。 

✓ ネットワーク上の NTPサーバーのホスト名または IPアドレス（推奨） 

✓ ネットワーク上の DNSサーバーの IPアドレス（外部 DNSの場合） 

✓ VxRail管理コンポーネントの前方および逆引き DNSレコード（外部 DNSの場合）。 



付録  

 

100 Dell EMC VxRail Network 設計ガイド 

 

物理ネットワーク 

管理 ✓ VxRailホストの命名スキームを決定します。命名スキームは VxRail管理コンポーネントすべてに

適用されます。 

✓ ESXiホスト用に 3個以上の IPアドレスを予約します。 

✓ VxRail Manager用に 1個の IPアドレスを予約します。 

✓ デフォルト ゲートウェイとサブネット マスクを決定します。 

✓ VxRail管理コンポーネントのパスワードを選択します。  

vCenter 
✓ VxRailクラスターにお客様提供または新規の vCenter Serverを使用するかどうかを決定します。  

✓ VxRail vCenter Server：vCenter Serverおよび PSC用の IPアドレスを予約します（該当

する場合）。  

✓ お客様提供の vCenter Server：vCenterおよび PSCのホスト名と IPアドレス、管理ユー

ザー、vSphereデータ センターの名前を決定します。vCenterで VxRail管理ユーザーを作成し

ます。固有の VxRail クラスター名を選択します。（オプション）VxRail非管理者ユーザーを作成

します。 

仮想分散スイッチ ✓ お客様提供の仮想分散スイッチを事前に設定するか、VxRailにより vCenter インスタンスに仮想

分散スイッチを導入するかを決定します。 

✓ お客様提供の仮想分散スイッチ：必要な VxRailネットワークのターゲット ポート グループを構成

します。 

vMotion  
✓ vMotionのデフォルトの TCP-IPスタックを使用するか、専用の vMotion TCP-IPスタックに個別

の IPアドレス設定スキームを使用するかを決定します。 

✓ vSphere vMotion用に 3個以上の連続した IPアドレスとサブネット マスクを予約します。 

✓ デフォルトの TCP-IPスタックまたは専用の vMotion TCP-IPスタックのゲートウェイを選択します。 

vSAN 
✓ vSAN用に 3個以上の連続した IPアドレスとサブネット マスクを予約します。 

Solutions 
✓ vRealize Log Insightを使用するには、1個の IPアドレスを予約します。  

✓ 既存の Syslogサーバーを使用するには、サード パーティー製の Syslogサーバーのホスト名また

は IPアドレスを取得します。  

Witnessサイト ✓ Witnessが必要な場合は、管理ネットワーク用の IPアドレスを 1個、vSANネットワーク用の IP

アドレスを 1個予約します。 

ワークステーション ✓ ワークステーション/ノートパソコンを、VxRailの初期 IPアドレスにアクセスできるように設定します。 

✓ 構成後、VxRail Mangerの IPアドレスにアクセスできるようにノートパソコンを設定する方法を理

解していることを確認します。 
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物理ネットワーク 

スイッチのセットアップ ✓ 選択した外部管理 VLANを構成します（デフォルトはタグなし/ネイティブ）。  

✓ 内部管理 VLANを構成します。 

✓ デバイス検出用にマルチキャストが有効になっていることを確認します。 

✓ 選択した VLANを vSAN、vSphere vMotion、仮想マシン ゲスト ネットワーク用に設定します。  

✓ 該当する場合は、Witness トラフィック分離用の VLANを構成します。 

✓ デュアル スイッチ環境で、スイッチ間でトラフィックを伝送するためのスイッチ間リンクを構成します。 

✓ アップストリーム ネットワーク VLANに伝送するアップリンクを構成します。 

✓ ノートパソコン/ワークステーションが VxRail Managerに接続して初期設定するためのアクセス 

ポートとして 1つのポートを設定します。 

✓ 構成とネットワーク アクセスを確認します。 

ワークステーション/ノー

トパソコン 

✓ ワークステーション/ノートパソコンが VxRail Managerの初期 IPアドレスにアクセスできるように設

定します。 

✓ 永続 IPアドレスの割り当て後にノートパソコンが VxRail Managerの IPアドレスにアクセスできる

ように設定します。 
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付録 D：VxRailオープン ポートの要件 

VxRail クラスターの導入に固有のファイアウォール設定については、この付録の表を参考にしてください。

その後、表の後に表示されるリンクを使用して、製品の機能とユース ケースによって決定されるファイア

ウォールのルールを適用します。 

VxRail クラスターがデータ センター内の特定のアプリケーションに接続できるようにする必要があります。

DNSは必須ですが、NTPはオプションです。必要なポートを開き、外部 Syslogサーバーへの接続を有

効にし、LDAP と SMTPを使用できるようにします。 

データ センター アプリケーションへのアクセス 

説明 ソース デバイス 宛先デバイス プロトコル ポート 

DNS VxRail Manager、Dell iDRAC  DNS Servers UDP 53 

NTP クライアント ホスト ESXi管理インターフェイス、 

Dell iDRAC、 

VMware vCenter Server、 

VxRail Manager 

NTPサーバ UDP 123 

Syslog ホスト ESXi管理インターフェイス、 

vRealize Log Insight 

Syslog サーバ TCP 514 

LDAP VMware vCenter Server、PSC LDAPサーバ TCP 389、636 

SMTP SRS Gateway仮想マシン、

vRealize Log Insight  

SMTPサーバー TCP 25 

 

必要なファイアウォール ポートを開き、IT管理者が VxRail クラスターを導入できるようにします。 

管理者アクセス 

説明 ソース デバイス 宛先デバイス プロトコル ポート 

ESXi管理 管理者 ホスト ESXi管理インターフェイス TCPUDP 902 

VxRail Management 

GUI/Web インター 

フェイス 

管理者 VMware vCenter Server、VxRail 

Manager、ホスト ESXi管理、 

Dell iDRACポート、 

vRealize Log Insight、PSC 

TCP 80、443 

Dellサーバー管理 管理者 Dell iDRAC TCP 623、

5900、

5901 

SSH と SCP 管理者 ホスト ESXi管理、 

vCenter Serverアプライアンス、

Dell iDRACポート、 

VxRail Manager コンソール 

TCP 22 
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vCenter Serverを VxRail クラスターに導入するのではなく、お客様提供の vCenter Serverを使用

する場合は、必要なポートを開き、vCenter インスタンスが ESXiホストに接続できるようにします。 

vCenter と vSphere 

説明 ソース デバイス 宛先デバイス プロトコル ポート 

vSphere Clientから

vCenter Server 

vSphere Client vCenter Server TCP 5480、8443、

9443、10080、

10443 

管理対象ホストから vCenter  ホスト ESXi管理 vCenter Server TCP 443、902、5988、

5989、6500、

8000、8001 

管理対象ホストから vCenter

ハートビート 

ホスト ESXi管理 vCenter Server UDP 902 

 

ご使用のデータ センターの環境によっては、その他のファイアウォール ポートの設定が必要になる場合が

あります。この表に記載されたドキュメントのリストは参考用です。  

説明 参照 

VMware Ports and Protocols VMware Ports and Protocols 

vSphere 6のネットワーク ポート図 Network Port Diagram for vSphere 6 

vSANポートの要件 vSAN Network Ports Requirements 

Dell iDRACポートの要件 How to configure the iDRAC 9 for Dell PowerEdge 

Secure Remote Servicesのポート要件 Dell EMC Secure Remote Services Documentation 

 

  

https://ports.vmware.com/home
https://kb.vmware.com/s/article/2131180
https://storagehub.vmware.com/t/vmware-r-vsan-tm-network-design/vsan-network-port-requirements/
https://www.dell.com/support/article/en-ae/sln306877/dell-poweredge-how-to-configure-the-idrac9-and-the-lifecycle-controller-network-ip?lang=en#ports
https://support.emc.com/products/31755_EMC-Secure-Remote-Services
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付録 E：仮想分散スイッチ ポート グループのデフォルト設定 

VxRail クラスターの外部 vCenterで外部仮想分散スイッチを構成していない場合は、VxRailの初期

ビルド プロセスによって、選択した vCenter インスタンスに VxRailのベスト プラクティスを使用して仮想

分散スイッチが構成されます。 

VxRailネットワーク ポート グループごとに、初期ビルド プロセスによって次の標準設定が適用されます。 

設定 Value 

ポート バインディング 静的 

ポートの割り当て 柔軟 

ポート数 8 

ネットワーク リソース プール (デフォルト) 

ポート ポリシーの上書き 許可されるのは「ポートをブロック」のみ 

VLAN タイプ VLAN 

無差別モード 拒否 

MACアドレスの変更 拒否 

偽装された転送 拒否 

入力トラフィック シェーピング 無効 

出力トラフィック シェーピング 無効 

NetFlow 無効 

すべてのポートをブロック × 

  

VxRailでは、次の設定を使用して、仮想分散スイッチ上のポート グループのチーミングとフェールオー

バー ポリシーを設定します。 

設定 Value 

Load Balancing 発信元の仮想ポートに基づくルート 

ネットワーク障害検出 リンク ステータスのみ 

スイッチに通知 可 

Failback 可 

  

デフォルトの標準 

設定 

デフォルトのチーミン
グとフェールオーバー 

ポリシー 
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VxRailでは、分散スイッチ上でネットワーク I/O コントロールを有効にし、次のネットワーク トラフィック タイ

プに対してカスタム ネットワーク I/O制御（NIOC）設定を構成します。この設定は、VxRail クラスター

のノードごとに 2つの Ethernetポートを予約して導入されたか、またはその VxRail クラスターに 4つの

Ethernetポートが予約されていたかによって異なります。 

トラフィックの種類 

NIOCシェア 

4ポート 2ポート 

管理トラフィック 40 20 

vMotion トラフィック 50 50 

vSAN トラフィック 100 100 

仮想マシン トラフィック 60 30 

 

予約値はすべてのネットワーク トラフィック タイプに対してゼロに設定されており、帯域幅に制限は設定さ

れていません。 

VxRailは、事前定義された、運用に必要な 4つのネットワーク トラフィック タイプ（管理、vMotion、

vSAN、仮想マシン）に対して VxRailが使用するアップリンクに、アクティブ/スタンバイ ポリシーを構成し

ます。  

4x10GbE トラフィックの構成  

トラフィックの種類 
アップリンク 1 

VMNIC0 

アップリンク 2 

VMNIC1 

アップリンク 3 

VMNIC2 

アップリンク 4 

VMNIC3 

管理 スタンバイ アクティブ Unused Unused 

vSphere vMotion Unused Unused スタンバイ アクティブ 

vSAN Unused Unused アクティブ スタンバイ 

vCenter Serverネット 

ワーク 

アクティブ スタンバイ Unused Unused 

VxRail管理 スタンバイ アクティブ Unused Unused 

 

2x10GbEまたは 2x25GbE トラフィックの構成 

トラフィックの種類 
Uplink1  

VMNIC0 

Uplink2  

VMNIC1 

アップリンク 3 

VMNICなし 

アップリンク 4 

VMNICなし 

管理 アクティブ スタンバイ Unused Unused 

vSphere vMotion アクティブ スタンバイ Unused Unused 

vSAN スタンバイ アクティブ Unused Unused 

デフォルトのネット
ワーク I/O制御
（NIOC） 

デフォルトのフェール
オーバー順序ポリ
シー  
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トラフィックの種類 
Uplink1  

VMNIC0 

Uplink2  

VMNIC1 

アップリンク 3 

VMNICなし 

アップリンク 4 

VMNICなし 

vCenter Serverネットワーク アクティブ スタンバイ Unused Unused 

VxRail管理 アクティブ スタンバイ Unused Unused 

 

4x25GbE トラフィックの構成 

トラフィックの種類 
Uplink1  

VMNIC0 

Uplink2  

VMNIC1 

Uplink3 

VMNIC2 

Uplink4  

VMNIC3 

管理 アクティブ Unused スタンバイ Unused 

vSphere vMotion Unused スタンバイ Unused アクティブ 

vSAN Unused アクティブ Unused スタンバイ 

vCenter Serverネットワーク スタンバイ アクティブ アクティブ Unused 

VxRail管理 アクティブ Unused スタンバイ Unused 
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付録 F：物理ネットワーク スイッチの例 

VxRailは、VxRailネットワーク用に選択されたポートの数とネットワーク ポートのタイプに応じて、初期実

装時に事前定義されたネットワーク プロファイルを適用します。バージョン 7.0.130以降では、事前定義さ

れたネットワーク プロファイルを選択するか、ネットワーク トポロジーをカスタマイズするかを選択できます。 

これらの図では、ポートの選択に応じて、VxRail ノード、隣接するスイッチ、トップオブラック スイッチ間の

物理的な配線を行うためのさまざまなオプションを示しています。この図は計画と設計のプロセスを支援す

るための一例です。VxRail ノードはすべて、NDCに Ethernetポートを組み込んで製造されています。

オプションの PCIeアダプター カードを VxRail ノードに取り付けて Ethernetポートを追加し、冗長性を

確保し、帯域幅を拡張できます。 

VxRailネットワーク以外のユース ケースをサポートするために追加の Ethernet接続が必要な場合は、

PCIeアダプター カード用に VxRail ノード上の追加スロットを予約する必要があります。これが現在の要

件であるか、将来の要件となる可能性がある場合は、追加のアダプター カードを取り付けるのに十分な

PCIeスロットのある VxRail ノード モデルを選択してください。 

事前定義されたネットワーク プロファイル：2x10Gbまたは 2x25Gb  

 

図 51： 2つの TORスイッチに接続されている 2つの 10Gb NDCポート、およびオプションの iDRAC用管

理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

VxRailは VxRailネットワークをサポートするため NDCの 2つのポートを選択します。VxRail ノードの

NDCに 4つの Ethernetポートが搭載されて出荷されている場合は、左側の 2つのポートを選択しま

す。Ethernetポートを 2つのみ使用することにした場合は、残りのポートを他のユース ケースに使用でき

ます。この接続オプションは、最も簡単に導入できる方法です。これはより小規模でワークロードの要求が

高くなく、NDCが潜在的な単一障害点となることを許容できる場合に適しています。  
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事前定義されたネットワーク プロファイル：4x10Gbまたは 4x1Gb NDC 

 

図 52： 2つの TORスイッチに接続されている 4つの 10Gb NDCポート、およびオプションの iDRAC用管

理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

VxRailは VxRailネットワークをサポートするため NDCの 4つのポートすべてを選択します。1Gbの

Ethernetポートを使用して VxRailを導入する場合は、VxRailネットワークをサポートするのに 4つの

Ethernetポートを接続する必要があります。  
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 事前定義されたネットワーク プロファイル：2x10Gb NDC と 2x10Gb PCIe 

 

図 53： 2つの TORスイッチに接続されている 2つの 10Gb NDCポートと 2つの 10Gb PCIeポート、およ

びオプションの iDRAC用管理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

このオプションでは、2つの NDCポートおよび 1番目のスロットにある PCIeカードの 2つのポートが、

VxRailネットワーク用に選択されています。ネットワーク プロファイルは NDCポートと 2つのスイッチの間

で VxRailネットワークのワークロードを分割し、PCIeベースのポート上のワークロードを 2つのスイッチ間

で分割します。このオプションを使用すると、スイッチ レベルで障害が発生しても、NDCまたは PCIeアダ

プター カードのいずれかで障害が発生してもサービスが失われることはありません。  
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事前定義されたネットワーク プロファイル：2x25Gb NDCおよび 2x25Gb PCIe  

 

図 54： 2つの TORスイッチに接続されている 2つの 25Gb NDCポートと 2つの 25Gb PCIeポート、およ

びオプションの iDRAC用管理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

このオプションでは、2つの NDCポートおよび 1番目のスロットにある PCIeカードの 2つのポートが、

VxRailネットワーク用に選択されています。このオプションでは、2x10Gb NDC と 2x10Gb PCIeの導

入オプションと同じメリットがあるほか、VxRail クラスターのワークロードをサポートする追加の帯域幅が利

用可能となります。  

NDCポートと PCIeポートを使用する 25Gbのオプションのケーブル接続は、10Gbのオプションとは異なるため注

意してください。PCIeアダプター カードの 2番目のポートは、1番目のスイッチ上で NDCの 1番目のポートとペア

になり、PCIeアダプターの 1番目のポートは、2番目のスイッチ上で NDCの 2番目のポートとペアになっていま

す。これは、ネットワーク ポート レイヤーで障害が発生した場合に、スイッチ間の VxRailネットワークのバランシング

を確保できるようにするためです。   
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カスタム オプション：PCIeポートと任意の NDCポートのペアリング 

 

図 55： 2つの TORスイッチに接続されている、任意の 2つの 10Gb NDCポートと 2つの 10Gb PCIeポー

ト、およびオプションの iDRAC用管理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

これは、2つの NDCポートと 2つの PCIeポート用の、オプションのケーブル接続設定の一例です。ポー

トが同じタイプであり、同じ速度で実行されている限り、任意の NDCポートと任意の PCIeポートを選

択できます。 
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カスタム オプション：1番目のスロット以外の PCIeポートとペアになった 2つの NDCポート 

 

図 56： 2つの TORスイッチに接続されている任意の 10/25Gb NDCポート 2つと任意の 10/25Gb PCIe

ポート 2つ、およびオプションの iDRAC用管理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

このカスタム オプションの場合、VxRailネットワーク用に選択されたポートが、必ずしも 1番目のスロット

の PCIeアダプター カードでなくても構いません。 

カスタム オプション：PCIeポートのみ 

この特異なユース ケースでは、特別なビジネスまたは運用の要件がある場合に、PCIeアダプター カード

のポートのみを使用して VxRailを導入できます。ポートのタイプが同じで、同じ速度で実行されている場

合に限ります。 
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図 57： 1組の TORスイッチに接続された 2つまたは 4つの PCIeポート、およびオプションの iDRAC用管

理スイッチへの接続が 1つある VxRail ノード 

このオプションは、複数の PCIeアダプター カード上のポートにわたる VxRailネットワークの拡張をサポー

トします。 

4つの TORスイッチで VxRailクラスター ネットワークをサポート 

最大の可用性、拡張性、パフォーマンスの要件を持つワークロードのユース ケースでは、VxRailネット

ワークをサポートする 4つの TORスイッチを配置できます。この例では、各 Ethernetポートが 1つの

TORスイッチに接続されています。トップオブラック スイッチの各ペアは、スイッチ間リンクを使用して論理

的に接続されています。  

また、このトポロジーは特定のセキュリティ ポリシーまたはガバナンス要件を満たすため、物理ネットワーク

分離のユース ケースに対応しています。たとえば、VxRailの管理と運用に必要なネットワークをスイッチ

の 1つのペアで分離し、ゲスト ユーザーおよびアプリケーション アクセス用のネットワーク トラフィックは他の

スイッチのペアでターゲットにできます。  
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図 58： 4つの TORスイッチに接続されている 4つのポート、およびオプションの iDRAC用管理スイッチへの

接続が 1つある VxRail ノード  

 


